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平成２６年度～平成３０年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究成果報告書概要 

 

１ 学校法人名  学校法人星薬科大学         ２ 大学名  星薬科大学                     

 

３ 研究組織名  星薬科大学                                 

 

４ プロジェクト所在地  東京都品川区荏原 2-4-41                             

 

５ 研究プロジェクト名  

 次世代の“包括的緩和医療”を支える最先端基礎/臨床融合型研究の基盤形成  

 

６ 研究観点   研究拠点を形成する研究                                     

 

７ 研究代表者 
研究代表者名 所属部局名 職名 

成田 年 星薬科大学 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数   ２５ 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 
研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

成田 年 薬理学研究室・教授 
本プロジェクト（グループ①

〜⑤)の統括を行う。 

疾患による身体的、精神

的苦痛の症状緩和の確立 

亀井 淳三 
生体分子薬理学研

究室・教授 

精神／神経疾患の症状緩和

および精神／神経疾患治療

薬の副作用発現機構の解析 

精神疾患の症状緩和の確

立ならびに抗精神病薬の

副作用軽減法の開発 

東山 公男 
有機合成化学研究

室・教授 

がん性疼痛／難治性非がん

性疼痛発現機序の解析およ

び新規鎮痛薬の探索 

オーダーメイド新規鎮痛

薬の開発 

武藤 章弘 
病態生理学研究

室・教授 

がんによる免疫低下／悪液

質発現の機序解析と症状緩

和の探索 

がんによる悪液質発症な

らびにがん転移の発現機

序の解明と症状緩和の確

立 

杉田 和幸 
薬品製造化学研究

室・教授 

がん性疼痛／難治性非がん

性疼痛発現機序の解析およ

び新規鎮痛薬の探索 

ホモロジーモデリングお

よびドッキングスタディ

ーによる小分子鎮痛薬の

開発 

山内 貴靖 
有機合成化学研究

室・准教授 

がん性疼痛／難治性非がん

性疼痛発現機序の解析およ

び新規鎮痛薬の探索 

オーダーメイド新規鎮痛

薬の開発 
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築地 信 
微生物学研究室・准

教授 

がんによる免疫低下／悪液

質発現の機序解析と症状緩

和の探索 

がんによる免疫低下の発

現機序解明と症状緩和の

確立    

森 友久 薬理学研究室・教授 

麻薬性鎮痛薬ならびに抗が

ん剤による副作用発現機構

の解析および軽減法の探索 

麻薬性鎮痛薬による副作

用の発現機序解明と副作

用の軽減法の開発 

清水 孝恒 
病態生理学研究

室・准教授 

がんによる免疫低下／悪液

質発現の機序解析と症状緩

和の探索 

がんによる悪液質発症な

らびにがん転移の発現機

序の解明と症状緩和の確

立 

池田 弘子 
薬物治療学研究

室・教授 

精神／神経疾患の症状緩和

および精神／神経疾患治療

薬の副作用発現機構の解析 

精神疾患の症状緩和の確

立ならびに抗精神病薬の

副作用軽減法の開発 

落合 和 薬動学研究室・教授 

がん性疼痛／難治性非がん

性疼痛発現機序の解析およ

び新規鎮痛薬の探索 

新規鎮痛薬や抗精神病薬

の生体内動態の解明 

小幡 誉子 薬剤学研究室・教授 

がん性疼痛／難治性非がん

性疼痛発現機序の解析およ

び新規鎮痛薬の探索 

新規鎮痛薬や抗精神病薬

の DDS 製剤の開発 

酒井 寛泰 
生体分子薬理学研

究室・准教授 

麻薬性鎮痛薬ならびに抗が

ん剤による副作用発現機構

の解析および軽減法の探索 

抗がん剤による副作用の

発現機序の解明と副作用

の軽減法の開発 

葛巻 直子 
薬理学研究室・准教

授 

がん性疼痛／難治性非がん

性疼痛発現機序の解析およ

び新規鎮痛薬の探索 

難治性疼痛発現における

エピジェネティクスを伴

ったミクロ環境解明と「痛

みネットワーク」解明 

芝﨑 真裕 薬理学研究室・講師 

麻薬性鎮痛薬ならびに抗が

ん剤による副作用発現機構

の解析および軽減法の探索 

麻薬性鎮痛薬の中枢-末

梢神経系連関に対する機

能解析と副作用軽減法の

開発 

五十嵐 勝秀 
生命機能創成科学

研究室・教授 

がん性疼痛／難治性非がん

性疼痛発現機序の解析およ

び新規鎮痛薬の探索 

エピゲノム解析による疼

痛発現機構の解明と新規

治療法の探索 

田村 英紀 

先端生命科学研究

センター・特任准教

授 

がん性疼痛／難治性非がん

性疼痛発現機序の解析およ

び新規鎮痛薬の探索 

新規鎮痛薬や鎮痛補助薬

の生理学的機能解明 

加藤 良規 
生命機能創成科学

研究室・准教授 

麻薬性鎮痛薬ならびに抗が

ん剤による副作用発現機構

の解析および軽減法の探索 

抗がん剤耐性メカニズム

の解析 

大塚 まき 
先端生命科学研究

センター・特任助教 

がん性疼痛／難治性非がん

性疼痛発現機序の解析およ

び新規鎮痛薬の探索 

エピゲノム解析による疼

痛発現機構の解明と新規

治療法の探索 
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(共同研究機関等) 

牛島 俊和 

国立がん研究センタ

ー研究所エピゲノム

解析分野・分野長 

がん性疼痛／難治性非がん

性疼痛発現機序の解析およ

び新規鎮痛薬の探索 

共同研究による難治性疼

痛発現におけるエピジェ

ネティクスを伴ったミク

ロ環境の解明 

岡野 栄之 
慶應義塾大学医学部

生理学教室・教授 

精神／神経疾患の症状緩和

対策および精神／神経疾患

治療薬の副作用対策     

共同研究による脳内ネッ

トワーク解明 

中村 雅也 
慶應義塾大学医学部

整形外科学・准教授 

緩和医療現場における臨床

検体の網羅的解析 

脊髄腫瘍摘出後神経痛患

者のサンプルの提供と共

同研究による疼痛のバイ

オマーカーの同定 

小澤 寛樹 
長崎大学医学部精神

神経科・教授 

緩和医療現場における臨床

検体の網羅的解析 

自閉症患者のサンプルの

提供と共同研究による自

閉症のバイオマーカーの

同定 

尾崎 紀夫 

名古屋大学大学院医

学系研究科 精神医

学・親と子どもの心療

学分野・教授 

緩和医療現場における臨床

検体の網羅的解析 

統合失調症患者のサンプ

ルの提供と共同研究によ

る統合失調症のバイオマ

ーカーの同定 

井関 雅子 

順天堂大学医学部附

属順天堂医院 麻

酔・ペインクリニック

教室 

緩和医療現場における臨床

検体の網羅的解析 

帯状疱疹後の神経痛患者

のサンプルの提供と共同

研究による疼痛のバイオ

マーカーの同定 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

麻薬性鎮痛薬ならびに

抗がん剤による副作用

発現機構の解析および

軽減法の探索 

薬品毒性学教室 

・教授 
鈴木 勉 

麻薬性鎮痛薬による副作

用の発現機序解明と副作

用の軽減法の開発 

（変更の時期：平成 28 年 3 月 31 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

がん性疼痛／難治性非

がん性疼痛発現機序の

解析および新規鎮痛薬

の探索 

薬動学教室・ 

教授 

杉山 清 

（退職） 

新規鎮痛薬や抗精神病薬

の生体内動態の解明 

（変更の時期：平成 28 年 3 月 31 日） 

 

 

新 
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変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

がん性疼痛／難治性非

がん性疼痛発現機序の

解析および新規鎮痛薬

の探索 

薬剤学教室・ 

教授 

高山 幸三 

（退職） 

新規鎮痛薬や抗精神病薬

の DDS 製剤の開発 

（変更の時期：平成 29 年 3 月 31 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

がん性疼痛／難治性非

がん性疼痛発現機序の

解析および新規鎮痛薬

の探索 

薬理学教室・ 

助教 
池上 大悟 

難治性疼痛発現における

エピジェネティクスを伴

ったミクロ環境解明と

「痛みネットワーク」解

明 

（変更の時期：平成 27 年 1 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬理学教室・講師 薬理学教室・講師 葛巻 直子 

難治性疼痛発現におけ

るエピジェネティクス

を伴ったミクロ環境解

明と「痛みネットワー

ク」解明 

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬理学教室・講師 薬理学教室・講師 芝﨑 真裕 

麻薬性鎮痛薬の中枢-

末梢神経系連関に対す

る機能解析と副作用軽

減法の開発 
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 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬理学教室・助教 薬理学教室・助教 河田 美穂 

ストレスによる精神破

綻とそれによって引き

起こされる疼痛との関

連性の探索 

 

 旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

先端生命科学研究セ

ンター・特任准教授 

先端生命科学研究センタ

ー・特任准教授 
五十嵐 勝秀 

エピゲノム解析による

疼痛発現機構の解明と

新規治療法の探索 

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

先端生命科学研究セ

ンター・特任准教授 

先端生命科学研究センタ

ー・特任准教授 
田村 英紀 

新規鎮痛薬や鎮痛補助

薬の生理学的機能解明 

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
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先端生命科学研究セ

ンター・特任准教授 

先端生命科学研究センタ

ー・特任准教授 
加藤 良規 

抗がん剤耐性メカニズ

ムの解析 

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

先端生命科学研究セ

ンター・特任助教 

先端生命科学研究センタ

ー・特任助教 
大塚 まき 

エピゲノム解析による

疼痛発現機構の解明と

新規治療法の探索 

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 27 年 1 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 生化学教室・教授 川島博人 
生体免疫系の解明とが

ん症状緩和 

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

生体免疫系の解明とが

ん症状緩和 

生化学教室・ 

教授 
川島博人 

生体免疫系の解明とがん

症状緩和 

（変更の時期：平成 27 年 7 月 31 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

星薬科大学・生化学

教室・教授 
千葉大学･薬学部・教授 川島博人 

生体免疫系の解明とが

ん症状緩和 

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

生体免疫系の解明とが

ん症状緩和 

千葉大学･薬学

部・教授 
川島博人 

生体免疫系の解明とがん

症状緩和 

（変更の時期：平成 28 年 3 月 31 日） 
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新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

がん性疼痛／難治性非

がん性疼痛発現機序の

解析および新規鎮痛薬

の探索 

薬動学教室 

・講師 
落合 和 

新規鎮痛薬や抗精神病薬

の生体内動態の解明 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬動学教室・講師 薬動学教室・准教授 落合 和 
新規鎮痛薬や抗精神病

薬の生体内動態の解明 

 

 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

がん性疼痛／難治性非

がん性疼痛発現機序の

解析および新規鎮痛薬

の探索 

薬剤学教室・ 

准教授 
小幡 誉子 

新規鎮痛薬や抗精神病薬

の DDS 製剤の開発 

（変更の時期：平成 29 年 3 月 31 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬剤学教室・准教授 薬剤学教室・教授 小幡 誉子 
新規鎮痛薬や抗精神病

薬の DDS 製剤の開発 

 

  旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

麻薬性鎮痛薬ならびに

抗がん剤による副作用

発現機構の解析および

軽減法の探索 

薬理学教室・ 

助教 
酒井 寛泰 

抗がん剤による副作用の

発現機序の解明と副作用

の軽減法の開発 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬理学教室・助教 薬理学教室・講師 酒井 寛泰 

抗がん剤による副作用

の発現機序の解明と副

作用の軽減法の開発 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

麻薬性鎮痛薬ならびに

抗がん剤による副作用

発現機構の解析および

軽減法の探索 

薬理学教室・ 

講師 
酒井 寛泰 

抗がん剤による副作用の

発現機序の解明と副作用

の軽減法の開発 

（変更の時期：平成 29 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬理学教室・講師 
薬剤師職能開発研究部門・ 

准教授 
酒井 寛泰 

抗がん剤による副作用

の発現機序の解明と副

作用の軽減法の開発 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

麻薬性鎮痛薬ならびに

抗がん剤による副作用

発現機構の解析および

軽減法の探索 

薬剤師職能開発研

究部門・准教授 
酒井 寛泰 

抗がん剤による副作用の

発現機序の解明と副作用

の軽減法の開発 

（変更の時期：平成 30 年 1 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬剤師職能開発研究

部門・准教授 

生体分子薬理学研究室・准教

授 
酒井 寛泰 

抗がん剤による副作用

の発現機序の解明と副

作用の軽減法の開発 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

麻薬性鎮痛薬ならびに

抗がん剤による副作用

発現機構の解析および

軽減法の探索 

薬理学教室・准教

授 
森 友久 

麻薬性鎮痛薬による副作

用の発現機序解明と副作

用の軽減法の開発 

（変更の時期：平成 30 年 1 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬理学教室・准教授 薬理学教室・教授 森 友久 

麻薬性鎮痛薬による副

作用の発現機序解明と

副作用の軽減法の開発 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

精神／神経疾患の症状

緩和および精神／神経

疾患治療薬の副作用発

現機構の解析 

薬物治療学教室・

准教授 
池田 弘子 

精神疾患の症状緩和の確

立ならびに抗精神病薬の

副作用軽減法の開発 

（変更の時期：平成 30 年 1 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬物治療学教室・准

教授 
薬物治療学教室・教授 池田 弘子 

精神疾患の症状緩和の

確立ならびに抗精神病

薬の副作用軽減法の開

発 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

精神／神経疾患の症状

緩和および精神／神経

疾患治療薬の副作用発

現機構の解析 

薬理学教室・助教 河田 美穂（退職） 

ストレスによる精神破綻

とそれによって引き起こ

される疼痛との関連性の

探索 

（変更の時期：平成 30 年 3 月 31 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

がん性疼痛／難治性非

がん性疼痛発現機序の

解析および新規鎮痛薬

の探索 

先端生命科学研究

センター・特任准

教授 

五十嵐 勝秀 

エピゲノム解析による疼

痛発現機構の解明と新規

治療法の探索 

（変更の時期：平成 30 年 1 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

先端生命科学研究セ

ンター・特任准教授 

生命機能創成科学研究室・教

授 
五十嵐 勝秀 

エピゲノム解析による

疼痛発現機構の解明と

新規治療法の探索 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
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麻薬性鎮痛薬ならびに

抗がん剤による副作用

発現機構の解析および

軽減法の探索 

先端生命科学研究

センター・特任准

教授 

加藤 良規 
抗がん剤耐性メカニズム

の解析 

（変更の時期：平成 30 年 1 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

先端生命科学研究セ

ンター・特任准教授 

生命機能創成科学研究室・准

教授 
加藤 良規 

抗がん剤耐性メカニズ

ムの解析 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

がん性疼痛／難治性非

がん性疼痛発現機序の

解析および新規鎮痛薬

の探索 

薬動学研究室・准

教授 
落合 和 

新規鎮痛薬や抗精神病薬

の生体内動態の解明 

（変更の時期：平成 31 年 1 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬動学研究室・准教

授 
薬動学研究室・教授 落合 和 

新規鎮痛薬や抗精神病

薬の生体内動態の解明 

 

  旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

がん性疼痛／難治性非

がん性疼痛発現機序の

解析および新規鎮痛薬

の探索 

薬理学研究室・講

師 
葛巻 直子 

難治性疼痛発現における

エピジェネティクスを伴

ったミクロ環境解明と

「痛みネットワーク」解

明 

（変更の時期：平成 31 年 1 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬理学研究室・講師 薬理学研究室・准教授 葛巻 直子 

難治性疼痛発現におけ

るエピジェネティクス

を伴ったミクロ環境解

明と「痛みネットワー

ク」解明 
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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 
 我が国では、団塊の世代が後期高齢者となる 2025 年以降の超高齢社会を念頭に置いた医療

革新が必要不可欠となる。がん患者の増加に伴い、激痛に起因して低下する患者の人間的尊厳

を確保／維持するために、これまでの緩和医療は、ターミナルケアとして末期がん患者に対し

て施され、主に治癒や延命でなく、痛みをはじめとした身体的、精神的な苦痛の除去のみを目

的としていた。しかしながら、今後の超高齢化／ストレス社会を考えたとき、緩和医療はがん

以外の病気による身体／精神の器質および機能低下の症状緩和にまで及ぶべきである。こうし

た社会ニーズにもかかわらず、緩和医療の現場ではバイオマーカー等による客観的診断基準が

極めて乏しく、シンプルなアルゴリズムに従った薬物治療が主流となっていることから、次世

代型の包括的緩和医療を行うためには、分子緩和医療学的基礎研究の推進が急務となっている。

さらには、これまでの緩和医療が終末期医療であることから、痛みの多様性、個人差などを考

慮するための、患者サンプルを用いた精度の高い臨床研究は、積極的に行われてこなかった現

状がある。そこで本プロジェクトでは、本学におけるこれまでの疼痛緩和研究、精神疾患研究、

がん研究などにおける圧倒的な実績／経験を活かし、また長年に渡って共同研究を行って来た

大規模臨床施設の協力を得ながら、がん性／非がん性疼痛の緩和をはじめ、がんによる免疫低

下／悪液質の症状緩和、さらには医療用麻薬、抗がん剤および抗精神病薬などによる副作用対

策、精神／神経疾患の症状緩和手法の探索など、臨床現場に不可欠な情報を提供するための「基

礎／臨床融合型緩和医療研究」を遂行する。本プロジェクトは、テーマごとに大きく分類した 5 
つの研究グループ (①がん性疼痛／難治性非がん性疼痛発現機序の解析および新規鎮痛薬の探

索、②がんによる免疫低下／悪液質発症の機序解析、③麻薬性鎮痛薬ならびに抗がん剤による

副作用発現機構の解析および軽減法の探索、④精神／神経疾患の症状緩和および精神/神経疾患

治療薬の副作用発現機構の解析、 ⑤緩和医療現場における臨床検体の網羅的解析) にて行っ

た。こうした取り組みを通して、次世代の“包括的緩和医療”を支えるための基礎／臨床融合型

研究を遂行し、社会的ニーズに応える基盤拠点を構築することを目指した。 
 

（２）研究組織 
 研究代表者は疾患による身体的、精神的苦痛の症状緩和の確立に関する上記プロジェクト ①
〜⑤ の統括を行った。本研究プロジェクトでは、長年、精力的に行われてきた本学の強みであ

る緩和医療基礎研究の基盤や専門性を活かし、次世代の社会ニーズである“包括的緩和医療”を
支えるための最先端基礎／臨床融合型研究を展開した。本プロジェクトの遂行にあたっては、

星薬科大学内の研究室間の垣根を越えた全学横断的な共同研究を展開し、さらには平成 26 年 
4 月に設立された「先端生命科学研究センター (L-StaR)」において、最重要研究課題と位置付

け、我が国における緩和医療基礎研究の拠点基盤の構築を目指した。本研究に従事する研究者

は 25 名である。研究代表者 (成田 年) が研究統括を行い、研究代表者が教授兼センター長

を務める薬理学研究室ならびに L-StaR で構成される中央グループ (葛巻、森、芝崎、河田、

五十嵐、加藤、田村、大塚) が研究遂行ならびに統括のサポートを行い、さらに、①〜⑤ のグ

ループを細分化し、グループリーダー (杉田、山内、小幡、落合、築地、清水、酒井、池田) を
設けることにより、研究の加速化を行った。各研究グループならびに研究者間の情報交換は、

定期的にミーティングを行い、平成 28 年 9 月 には、研究成果中間報告会、平成 31 年 3 月
には研究成果最終報告会を行い、各グループの進捗状況および研究成果について把握した。他

の学外研究者には、医学的見地より、客観的なコメントおよびアドバイスを頂戴した。また、

各研究室に所属し、各プロジェクトテーマに関わる大学院生も実験に参加した。 
 

（３）研究施設・設備等 
当初の基盤支援構想調書に従い、星薬科大学敷地内の新星館 (16,969 m2)、医薬品化学研究所 
(3,782 m2)、第二新館 (8,804 m2) を使用し研究を行った。平成 26 年 4 月に先端生命科学研究

センター (L-StaR) が新星館 6F に設けられ、センターの設立に伴い研究員が増員された。

L-StaR では、研究の統括補助を行うとともに、担がん状態や疼痛下における脳神経系の変容解



（様式 2） 
 

法人番号 131086 
プロジェクト番号 S1411019 

 
析やがん細胞そのものにおけるエピジェネティクス解析を中心に研究を行った。また、平成 29 
年に動物センターを含む新たな研究施設 (8 号館) (: 2,352 m2 戦略経費とは無関係) が建設さ

れ、学内における研究がより加速された。本研究費より補助を受け購入した研究装置として、

IVIS LuminaIII イメージングシステム (使用時間 350 hr)、BD FACS Aria II セルソーター (使用

時間 2,313 hr)、KEYENCE BZ-710 オールインワン蛍光顕微鏡 (使用時間 318 hr)、IR&UV レ
ーザー蛍光システム (使用時間 86 hr) があり、本研究の発展に十分寄与した。 

 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

 本プロジェクトでは、まず、がん性あるいは非がん性疼痛や身体／精神の器質および機能低

下のメカニズム解明に際し、各表現型を示すモデル動物の確立を行った。In vitro で構築した各

種がん細胞株をマウスに移植したがん性疼痛／悪液質モデル動物や、神経障害性疼痛モデル動

物、社会的敗北ストレスモデル動物、オプトジェネティクスや薬理遺伝学手法 (DREADD) を
用いて特定の神経回路の活動を亢進／抑制した神経疾患モデル動物などを作製した。こうした

各種モデル動物を使用して、がん性疼痛／神経障害性疼痛発現解析、がんによる免疫低下／悪

液質発現機序の解析、麻薬性鎮痛薬ならびに抗がん剤による副作用解析、精神／神経疾患の症

状緩和の探索および精神／神経疾患治療薬の副作用解析を行った。 
グループ ① では、担がんモデル動物を用いて、痛みストレスが腫瘍の増悪化を引き起こす

ことを示し、一方で、痛みストレスの人工的抑制が、腫瘍増殖を抑制し、担がん動物の生存期

間を延長させることを明らかとした。グループ ② では、FACS による細胞分離技術によって、

リンパ腫がんマウスから B 細胞と T 細胞を採取し、レパトローム解析を行った結果、抗原受

容体可変部遺伝子の使用頻度が経時的に変化していることを突き止めた。一方、グループ ③ で
は、in vitro 実験系を用いて、トリプルネガティブ型乳がんの中でも特に悪性度の高いがんには、

エンドカン (ESM1) 遺伝子が高発現していることを見出した。また、担がん動物を用いて、エ

ンドカンの血中濃度を測定した結果、悪性度の高いトリプルネガティブ型乳がんを移植したマ

ウスにおいて、高濃度のエンドカンが検出された。こうした結果より、血中のエンドカン濃度

が乳がんの悪性度のバイオマーカーとなり得る可能性が示唆された。また、悪性度の高いトリ

プルネガティブ型乳がんでは、抗がん剤である 5-Fluorouracil に対して治療抵抗性を示すが、

その原因が BCL2A1 遺伝子の過剰発現であることを siRNA ノックダウン実験により明らか

とした。また、グループ ④ では、担がん動物で恐怖記憶の消去が障害されていることを見出

し、がんに伴う特異的な神経機能異常の抽出に成功した。 
 神経障害性疼痛モデル動物を用いた実験において、グループ ① では、慢性疼痛の難治化に

は、脊髄あるいは脳内におけるエピジェネティックな遺伝子発現変動が関わっていることを明

らかとした。特に、慢性疼痛発現が脊髄アストロサイトにおけるエピジェネティクス修飾を伴

ったケモカイン遺伝子発現増加と因果関係があることを示した。さらに、神経障害性疼痛モデ

ル動物の腹側被蓋野ドパミン神経の活動が低下していることを見出し、この活動低下をオプト

ジェネティクスによって回復させた結果、痛み閾値の低下がリセットされることを示した。こ

うした中脳ドパミン神経の賦活化が、有酸素運動に伴う神経障害性疼痛改善効果の根底となる

メカニズムであることも確認した。このような一連の研究は、脳内報酬系の賦活に伴う鎮痛効

果のエビデンスを提供するものである。 
一方、強力な鎮痛薬であるモルヒネは、疼痛患者に対して広く用いられているが、慢性的な

投与は、しばしば鎮痛効果に対して抵抗性を示す。この原因を探るため、モルヒネを神経障害

性疼痛モデル動物の腹腔内に投与した結果、対照群に比べて有意に脳内モルヒネ濃度が低下し

ていた。このメカニズムとして、モルヒネの小腸での排出および肝臓での分解が関わっている

可能性を示す生化学的データを得た。また、強オピオイドであるフェンタニルは慢性投与によ
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って鎮痛耐性を生じるが、G タンパク質依存シグナルのみを活性化するバイアスリガンドであ

る TRV130 をフェンタニルと併用することにより、鎮痛耐性が抑制されることが明らかとなっ

た。 
グループ ② では、がん細胞を標的として、ハイスループット化合物スクリーニングとマル

チオミックス解析を融合した新規治療開発を目的とした評価系を構築した。このアッセイ系に

よって、スタチン系薬剤やビタミン D、サバイビン阻害薬がもつ骨肉腫に対する抗腫瘍効果の

新しい分子機構を明らかとした。 
抗がん剤の副作用解析において、グループ ③ では、白金製剤であるシスプラチンによる筋

萎縮作用のメカニズム解明に取り組んだ。その結果、シスプラチンは、Mstn-Foxo3-MuRF1/ 
Atrogin-1 シグナルを介して、骨格筋で過剰なユビキチン化を引き起こすことが明らかとなり、

結果としてタンパク質分解の亢進によって筋萎縮が誘発されることを突き止めた。また、こう

した筋萎縮作用は、運動負荷によって抑制されることを明らかとし、抗がん剤の副作用対策と

して運動の有効性を示した。 
 こうした観点から、グループ ⑤ では、慢性疼痛患者由来血液のエクソソームを抽出し、痛

みのバイオマーカーとなり得る miRNA の探索を行ったところ、慢性疼痛患者の血清において

炎症性 miRNA の発現変動が確認された。また、ヒト疾患検体を用いた解析法の一つとして、

ヒト疾患特異的 iPS 細胞から知覚神経あるいは GABA 神経などの特異的神経細胞種への誘

導を行ったところ、疾患患者の GABA 神経において、ソマトスタチンの発現低下が引き起こ

されていることを明らかにした。 
 以上、本プロジェクトは、がんや痛みによる負のストレスが脳機能に重篤な影響を及ぼすこ

とを明らかにした一方で、こうした脳機能の障害は末梢におけるがん増悪化の一因となること

を見出し、担がん状態における”末梢-脳-末梢連関の負のループ”を明らかとした。さらに、痛み

は、知覚神経変容を伴って、がん微小環境・がん免疫を悪化させ、がんを増悪化させることを

明らかとした。こうした一連の結果より、早期からの疼痛コントロールが、がん治療の奏効を

促すばかりでなく、抗がん免疫を誘導し、生命予後・延命効果にさえも繋がることを科学的に

立証し、早期緩和治療の重要性を示した。また、本プロジェクトで行った、がん免疫およびが

ん細胞に対する治療薬開発のための評価系の確立、抗がん剤副作用の機序解明、ドラッグデリ

バリーシステムに基づく鎮痛薬の有効的な投与経路探索と経皮吸収型製剤の製剤化、

ligand-biased efficacy 説に準じた G タンパク質共役型受容体バイアス型新規鎮痛薬の併用によ

る新たな強オピオイド効果の解明などは、薬物治療アルゴリズムの新たな構築に有用となった。

さらには、リバーストランスレーショナルリサーチの礎として、臨床検体を用いた痛みのバイ

オマーカー探索や、疾患 iPS 細胞から分化した知覚神経および特定脳細胞を用いた評価系の構

築を行った。 
 
＜優れた成果が上がった点＞ 

① がん性疼痛/難治性非がん性疼痛発現機序の解析および新規鎮痛薬の探索 
難治性疼痛発現におけるエピジェネティクス修飾を伴ったミクロ環境解明と「痛み記憶ネット

ワーク」解明  
・ 神経障害性疼痛の難治化には、脊髄あるいは脳内におけるエピジェネティクス修飾の変化が

重要であり、疼痛制御には「痛みの細胞記憶」のリセットが重要であることを見出した。特

に、神経障害性疼痛モデル動物の脊髄アストロサイトにおいて、エピジェネティクス修飾を

伴ったケモカイン遺伝子発現の増加が認められ、こうした疼痛関連遺伝子の発現抑制が、痛

み閾値の低下を回復させることを明らかとした *8, 116-119, 123, 128, 131-133 (以下、5 年総
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括では、参考論文・総説のみを対象とする)。 

・ 神経障害性疼痛モデル動物の血中あるいは脊髄後根神経節において特異的に発現変動する 
miRNA を明らかにした *11, 102, 116, 135。 

・ がん性疼痛モデル (神経障害性疼痛モデル動物を含む) では、側坐核に投射している腹側被

蓋野チロシン水酸化酵素発現細胞の神経活動が低下していること、またこれらの細胞を特異

的に賦活化することで痛み閾値の低下をリセットできることを明らかとした *20, 103, 113, 
114, 133。 

・ オピオイド鎮痛薬投与により活性化する中脳領域鎮痛感受性細胞群の一部は 腹側被蓋野チ

ロシン水酸化酵素発現細胞であることを明らかにした (投稿準備中)。 
・ 腹側被蓋野-側坐核を標的とした薬理遺伝学手法による特異的神経活動操作によって、有酸

素運動による神経障害性疼痛改善効果には、脳内報酬系の賦活が重要であることを明らかと

した *15, 130, 133。 
・ 側坐核に投射している腹側被蓋野チロシン水酸化酵素発現細胞の特異的刺激によって放出

されることが認められた N-acetylaspartylglutamate (NAAG) が、疼痛制御に重要であること

を明らかとした *19。 
・ 疼痛制御に重要な役割を果たす脳内報酬系の腹側被蓋野領域において、活性化細胞特異的に 

2 種の標識タンパク質を発現させることの可能な遺伝子組換えマウスを用いた活性化細胞

標識法に従い、鎮痛薬処置および疼痛感受性細胞における細胞特性を検討した結果、急性痛

感受性細胞および慢性痛下における疼痛増感細胞の多くは parvalbumin 陽性 GABA 神経

細胞であることを明らかにした。 
・ 社会的敗北ストレスを始めとした精神的ストレス付加に伴い、疼痛関連脳部位における脳内

異常応答が惹起されていることを明らかとした*8。 
 
がんの進行に対する包括的緩和医療・疼痛治療の科学的意義の基盤形成   
・ 視床下部プロオピオメラノコルチン発現細胞を光遺伝学ならびに薬理遺伝学的手法に従い

特異的に刺激することで、腫瘍免疫に影響を与えることを明らかとした (投稿準備中) *134。 
・ 脳内オピオイドネットワークの活性化あるいは末梢性 µ-オピオイド受容体の抑制が、腫瘍

増殖を調節することを明らかとした (投稿準備中) *134。 
・ がん悪液質モデル動物の視床下部領域において、脳内グリア細胞を介した神経機能の異常応

答が認められた (投稿準備中)。 
・ 持続的な知覚神経の活性化が、腫瘍形成に影響を与えることを明らかとした (投稿準備中) 

*136。 
・ がんの大腿骨移植によって引き起こされるがん性疼痛を抑制すると、生存期間の延長が認め

られた (投稿準備中)。 
・ ストレスの負荷により、腫瘍形成に影響を与えることを明らかにした (投稿準備中)。 
・ 漢方薬の抑肝散成分が抗がん作用を有することを明らかにした*22。 
 
G タンパク質オピオイド受容体のリガンドバイアスに基づく鎮痛効果の解明  
・ G タンパク質依存的あるいは非依存的分類に基づいた数種 µ-オピオイド受容体作動薬の

分子薬理学的プロファイリングを行い、個々の µ-オピオイド受容体作動薬が固有のシグナ

ル活性を有することを明らかとした*13, 18, 101, 106, 108, 112, 134。 
・ オピオイド受容体の下流に存在する G タンパク質依存的／非依存的シグナルに着目する

ことで、強オピオイドの細分類化に成功した*13, 18, 101, 106, 108, 112, 134。 
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・ G タンパク質シグナル依存的 µ-オピオイド受容体バイアスリガンドである TRV130 の併用

により、強オピオイドであるフェンタニルの鎮痛耐性が抑制されることを明らかにした*18。 
・ ヒト非小細胞肺がんにおけるゲフィチニブ漸増処置による上皮間葉転換に、miR-155 ある

いは miR-200c の発現低下が重要な役割を果たしていることを明らかとした*16, 121。 
 
新規鎮痛薬等の開発/入手困難な化合物の合成 
・ 新規コンセプト G タンパク質シグナル依存的 µ-オピオイド受容体バイアスリガンド 

TRV130 の合成を行った *18。 
・ 日本にて 2017 年 3 月、製造販売の承認を取得した末梢性 µ-オピオイド受容体拮抗薬

naldemedine の合成を行った。 
・ µ-オピオイド受容体アゴニストの positive allosteric modulater (PAM) である 8 化合物を合

成した。 
・ κ-オピオイド受容体を介した抗侵害作用を示す新規化合物を合成し、活性評価を行った  

*23,24。 
・ 新規コンセプト µ-オピオイド受容体バイアスリガンド PZM21 の合成を行った。 
・ TRV130 をリードとして CADD を実施し、3 化合物のデザインおよび合成を実施した。 
 
鎮痛薬や鎮痛補助薬ならびに抗がん剤の生体内動態の解明と DDS 製剤の開発 
・ これまで経皮吸収型製剤が存在しなかった薬物に関して、皮膚透過性を評価した。デュロ

キセチン、ガランタミン、リュープロレリンともに、製剤成分の組み合わせの工夫により、

治療域の血中濃度を達成できる可能性が示唆された*29,39,45,46。 
・ 神経障害性疼痛時には、投与したモルヒネが作用部位の脳内に移行し難いことを明らかと

した *55。そのメカニズムとして小腸の排泄型トランスポーター P 糖タンパク質の発現量

が増加していること、ならびに肝臓のモルヒネの代謝酵素 (グルクロン酸抱合酵素) が有意

に増加していることを明らかとした*54-56。 
・ 妊娠中の乳がん等に罹患した際の抗がん剤治療を想定し、母体から胎児へ移行した薬物が

どのように代謝されているかを評価するために以下のような解析を行った。まず、胎児期

の肝臓に発現している主要な薬物代謝酵素 Cytochrome P450 3A (CYP3A) の発現パターン

を明らかにした*59。 また、胎児の肝臓では薬物代謝酵素の発現が不十分であることから、

CYP3A の基質となる Midazolam などの睡眠薬が胎児中のどのような動態を示すかについ

て解析した*59-62。 
・ 妊娠中の乳がん治療の第一選択薬ドキソルビシンの母体から胎児への移行性および蓄積性

を評価した。母体から、胎児へと移行したドキソルビシンは蓄積性が高く胎児の中枢神経

系への影響が高いことが示唆された。 
 
② がんによる免疫低下/悪液質発現の機序解析と症状緩和の探索 
がんによる免疫低下の発現機序解明と症状緩和の確立  
・ 末梢血由来の B 細胞の抗体遺伝子のレパトローム解析を通じて、免疫応答の評価が可能で

あることを明らかとした。 
・ リンパ腫担がんマウスの末梢血 B 細胞と T 細胞のレパトローム解析より、抗原受容体可

変部遺伝子の使用頻度の経時的な変化を見出した *65。 
 

がんによる悪液質発症ならびにがん転移の発現機序の解明と症状緩和の確立 
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・ ハイスループットの化合物スクリーニングとマルチオミックス解析 (網羅的遺伝子発現解

析、ChIP-seq 解析 [c-MYC、ヒストン修飾マーカーなど]、メタボローム解析) を融合し、

骨肉腫を標的とした新規治療開発を行うアッセイ系を構築した。 
・ 構築したアッセイ系から、PDGFR の阻害薬である imatinib の骨肉腫適応への条件が明ら

かとなった*69。さらに、スタチン系薬剤*72 や calcitriol*70、サバイビン阻害薬 (投稿準備

中) がもつ骨肉腫に対する抗腫瘍効果の新しい分子機構が明らかとなった。 
 
③ 抗がん剤による副作用の発現機序解明と副作用の軽減法の開発 
麻薬性鎮痛薬ならびに抗がん剤による副作用発現の解析および軽減法の探索 
・ 5-Fluorouracil (5-FU) が誘発する食欲抑制には、結腸由来の peptide YY 発現および分泌増加

が関与していることを明らかにした *79。 
・ 5-FU 投与マウスにおける下痢発症、体重減少、結腸 CXCL1 遺伝子発現上昇、結腸 HAT 活性

に対するクルクミンの効果を検討したところ、全てにおいて有意な抑制効果が認められた 
*74,80。 

・ 5-FU による下痢発症は半夏瀉心湯の処置により抑制されることを明らかにし、その構成成分で

ある baicalelin と 6-gingerol が有効成分であることを突き止めた *84。 
・ シスプラチンをマウスに投与すると筋萎縮原因遺伝子である MuRF1 や Atrrogin-1 の著明な

発現上昇および 26s プロテアソーム関連因子の発現増加に伴う筋萎縮が引き起こされること

を明らかにした *73。 
・ シスプラチン誘発筋萎縮は、トレッドミルを使用した運動負荷によりタンパク質分解系のバ

ランス改善によって、抑制されることを見いだした *86。 
・ シスプラチン誘発筋萎縮は、シスプラチンの催吐抑制に用いられるデキサメタゾンの共処置

により悪化することを明らかにした *92。 
・ 通常の薬物耐性株とは異なり、細胞株を 5-FU に長期間暴露していないにもかかわらず、

MDA-MB-231BR 細胞株は親株 (MDA-MB-231) と比較して、5-FU に対して治療抵抗性を

示した。またその治療抵抗性は、MDA-MB-231BR 細胞株における BCL2A1 の過剰発現が

原因であることを明らかにした *93。 
・ トリプルネガティブ乳がんでは、ESM1 の発現の有無が予後因子として挙げられ、血液検査

によるエンドカンの測定により、トリプルネガティブ乳がん患者の予後を予測できる可能性

が示唆された *94。 
・ Tet-On システムを利用して間葉系幹細胞にがん抑制遺伝子である mda-7 を導入した結果、

ドキシサイクリン誘導下、抗腫瘍タンパク質 MDA-7 分泌の有意な上昇が認められ、その

培養上清は HUVEC 細胞による管腔形成を有意に抑制することを明らかにした *95。 
・ Tramadol ならびに methadone により誘発される便秘は、末梢性のオピオイド受容体拮抗さ

れることを見出した。 
・ Tramadol による吐き気は、非定型ではなく、prochlorperazine といった定型の抗精神薬によ

って予防されることを見出した。 
・ Morphine による精神興奮作用を伴う副作用には、haloperidol などの定型抗精神薬による治

療が有用であることを見出した。  
 
④ 精神疾患の症状緩和の確立ならびに抗精神病薬の副作用軽減法の開発 
・ 麻薬性鎮痛薬が作用するオピオイド受容体 (µ、δ および κ) の摂食調節における役割に

ついて検討し、µ、δ および κ 受容体は摂食行動を促進的に調節することを明らかにし
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た *97。また、視床下部外側野の µ および κ 受容体は GABA 神経を介して orexin 神
経を調節し、摂食行動を調節することを明らかにした *98。 

・ 末梢での悪性腫瘍の存在が精神障害の発症に関与するか否かを検討し、担がんマウスで

は恐怖記憶の消去が障害されており、その障害に海馬および扁桃体で産生が増加した

keratynocyte-derived cytokine (KC) が関与することを明らかにした。また、担がんマウス

における恐怖記憶の消去の障害に脳内ミクログリアが関与することが示唆された。 
 

⑤ 緩和医療現場における臨床検体の網羅的解析 
・ 痛みによって変動する特定遺伝子の解析、脊髄髄内腫瘍術後の脊髄障害性疼痛の定量的解

析、神経発達障害群 (自閉症など) の原因遺伝子解析とエピジェネティクス研究ならびにこ

ころの病気やこころの発達のかたよりに関する iPS 細胞・hiN 細胞の作成とそれを用いた

解析に関する研究ならびにヒト iPS 細胞を用いた疾患解析に関する研究について、本学な

らびに共同研究機関の倫理審査委員会の承認を得て、倫理面を十分に考慮し、研究に取り組

んだ。その中で、痛みのバイオマーカーを探索するために、患者血液より血清を分取し、血

清由来エクソソームを単離することにより、エクソソーム内に内包される miRNA の発現

解析を行った。その結果、慢性疼痛患者の血清あるいは血清中エクソソームにおいて炎症性 
miRNA の発現変動が認められた。また、精神症状や疼痛を伴うヒト疾患特異的 iPS 細胞か

ら知覚神経*129 あるいは GABA 神経を誘導することにより、疾患特異的な表現型の抽出

を行った結果、ヒト疾患 iPS 細胞から抑制性 GABA 神経への誘導を行い、疾患患者の 
GABA 神経では、精神症状の発症に重要なソマトスタチンの発現低下が引き起こされてい

ることを明らかにした*99。こうしたヒト検体を使った研究 (基礎・臨床融合型研究) を遂

行するにあたっては、遺伝的母集団や病態表現系の精査が重要であり、そうした条件設定に

時間を費やした。この作業では、共同臨床研究機関の先生方に多くのアドバイスを頂いた。 
 
＜課題となった点＞ 
 5 年間を通して、がん病態やがん支持療法に関わるげっ歯類を用いた基盤研究は大きな成果

を得たが、一方で、臨床検体数がなかなか集まらなかったため、ヒト検体を用いた研究 (特に

バイオマーカー探索)では、一部、統一した見解を得るには至らなかった。今後も、本研究で得

た基礎的研究の知見より標的を絞り込み、研究計画を見直し、引き続き臨床応用に向けた研究

を進めていく。 
 
＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 
 平成 26 年度から平成 30 年度の各年度において本研究課題における内部研究報告会を実施

し、各研究グループの進捗の報告ならびに研究の方向性や達成度に伴う改善点等について議論

を行った。特に、平成 28 年度ならびに平成 30 年度については、研究成果中間報告会や研究

成果報告会を行い、各自研究の進捗と達成度を発表し自己評価の一環とした。5 年間を通して、

原著論文や学会発表等、本研究費に見合った十分な成果が出ており、本研究成果より、社会還

元性の高い情報を発信できたと考える。 
 
＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 
 平成 28 年度においては、本事業の中間報告会として、研究成果中間報告会を行った。外部

評価者として、東京大学大学院薬学系研究科 生命物理化学教質 教授 嶋田一夫先生ならび

に東京大学医学系研究科 脳神経医学専攻 神経生化学 教授 尾藤晴彦先生、和歌山県立医
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科大学 解剖学教室 名誉教授/大阪行岡医療大学 医療学部 理学療法学科 教授 仙波恵美

子先生にご出席頂き、研究プロジェクトが精力的に行われているとの高い評価を得た。 
 一方、平成 30 年度の最終年度の研究成果報告会では、国立がん研究センター研究所 がん

患者病態生理研究部 分野長 上園保仁先生、和歌山県立医科大学附属病院 腫瘍センター緩

和ケアセンター 副センター長/准教授 月山 淑 先生に、外部評価者としてご出席頂き、評価

を頂いた。外部評価者の先生方より、各研究者一人一人に対してコメントを頂き、さらに、総

評としては、5 年間で最新技術を取り入れ、がんの症状緩和、特に痛みとがん増殖の相関に関

わる研究を精力的に進めている点、また、人材育成の観点から、若手研究者 (教員) が勢力的

に研究に携わっている点など、本プロジェクトを通して、非常に有用な知見を得ているとの高

評価を頂いた。 
 
<研究期間終了後の展望＞ 
 これまでの研究において、非常に効率良く成果を得ることができた。今後は、研究成果の公

表ならびに実用化にも重点を置き、学会等を介して現場の医師や薬剤師に対するアナウンスを

行っていくとともに、ハイインパクトファクター論文の投稿/受理を目指す。 
 特に、本プロジェクトでは脳内のオピオイド神経系を適切にコントロールすることは、疼痛

緩和、副作用軽減、がん自体の病態の制御に有用であることを見出していることから、緩和医

療における新たな治療アルゴリズムを提唱することが可能となる。また、げっ歯類を用いた基

盤研究は十分な成果が得られたが、臨床応用までは研究を十分に進められなかったため、今回

の研究で見出したシーズを元に、臨床応用研究に繋げて行く予定である。 
 
＜研究成果の副次的効果＞ 
 本研究より、痛みストレスによって、腫瘍の増悪化が引き起こされることを明らかとし、疼

痛制御の重要性を提唱した。また、痛みを抑制することで、担がん動物における生存期間の延

長が認められた。このような研究成果は、がん病態あるいはがん治療に伴う症状緩和を推進す

るための重要なエビデンスとなる。本研究で得られた知見を基に、症状緩和の重要性を普及し

ていく。 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載し

てください。） 

（１）   緩和医療          （２）   疼痛緩和          

（３）    オピオイド       

（４）    がん           （５）   鎮痛補助薬         

（６）    ドパミン       

（７）    バイオマーカー     （８）                 

 

 

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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2015 年 3 月 18 – 20 日, 名古屋 
46) 難治性疼痛発現機序探索のための“痛みネットワーク”解析に連動した複合型オミクス解

析：ケミカルジェネティクスシステムやゲノムワイド解析の応用 
成田 年 1,2 
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（1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)） 

 
47) 痛みストレスによるエピジェネティクス異常応答 

池上大悟 1, 成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
48) 神経障害性疼痛様刺激における扁桃体でのリボソームタンパク質発現の発現変化：“痛み

に関連した不安関連因子”のゲノムワイド検索 
西須大徳 1,2, 五十嵐勝秀 3, 成田道子 2, 池上大悟 2, 葛巻直子 2, 和嶋浩一 1, 中川種昭 1, 成
田 年 2,3 
(1慶応大医, 2星薬大・薬理, 3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)） 

 
49) 慢性疼痛に伴う睡眠/情動障害における帯状回アストロサイトの機能的役割：オプトジェネ

ティクス法に従ったアストロサイトの人工的制御による解析 
濱田祐輔 1, 田村英紀 2, 山下 哲 1,3, 成田道子 1, 池上大悟 1, 葛巻直子 1, 成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 3名大医) 

 
50) 光遺伝学的手法ならびに DREADD システムを用いた痛覚伝達における中脳辺縁ドパミ

ン神経系の機能解析 
渡邉 萌 1, 山下 哲 2, 成田道子 1, 濱田祐輔 1, 池上大悟 1, 葛巻直子 1, 山中章弘 2, 成田 

年 1,3 
(1星薬大・薬理, 2名大医, 3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
51) µ オピオイド受容体作動薬の分子薬理学的プロファイリング; Positive allosteric modulator 

(PAM) を用いた ligand-biased efficacy の比較解析 
桑田大嗣 1, 濱田祐輔 1, 横山明信 2,3, 有馬崇充 1, 山内貴靖 1, 杉田和幸 1, 東山公男 1, 葛巻

直子 1, 池上大悟 1, 上園保仁 2, 成田 年 1,4 
(1星薬大・薬理, 2国立がんセ, 3東京理大, 4星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR))  

 
52) 視床下部 POMC 神経の抗腫瘍免疫機構及び腫瘍増殖に与える影響 

森田加奈 1, 田崎慶彦 1, 濱田祐輔 1, 渡邉 萌 1, 成田道子 1, 池上大悟 1, 青木一教 2, 葛巻直

子 1, 成田 年 1,3 
(1星薬大・薬理, 2国立がんセ, 3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR))  

 
53) トレッドミル運動により引き起こされる除痛効果における中脳辺縁ドパミン神経系の役

割 
近藤貴茂 1, 若泉謙太 1,2, 山下 哲 1,3, 濱田祐輔 1, 渡邉 萌 1, 川辺 塁 1, 池上大悟 1, 成田

道子 1, 葛巻直子 1, 山中章弘 3, 森崎 浩 2, 仙波恵美子 4, 成田 年 1,5 
(1星薬大・薬理, 2慶応大医, 3名大医, 4大阪行岡大,5星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR))  

 
日本薬学会第 135 回年会 
2015 年 3 月 25 – 28 日, 神戸 
54) 次世代型“包括的がん緩和医療”への取り組み − 抗がん剤による耐性獲得およびがん増悪
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化の分子理解 
葛巻直子 1, 成田道子 1, 池上大悟 1, 成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
第 29 回日本ニューロモデュレーション学会 
2015 年 4 月 25 日, 東京 
55) 慢性疼痛と細胞記憶 

成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
岩手・緩和医療と薬理学を考える会 
2015 年 4 月 28 日, 岩手 
56) 緩和医療における除痛の意義のもう一つの解釈とオピオイド鎮痛薬の分子薬理学的基礎

知識 
成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
痛みを考える薬剤師の会 
2015 年 5 月 30 日, 東京 
57) 持続痛による生体へのダメージを科学する 

成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)） 

 
46th meeting of the INRC in conjunction with the 77th annual CPDD 
2015 年 6 月 15 – 19 日, Phoenix, AZ 
58) Chronic pain modulates the molecular function of the opioid-reward network  

N. Kuzumaki1, M. Narita1, M. Narita1,2 
(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 2 Life Science Tokyo Advanced Research Center 
(L-StaR), Hoshi Univ.) 

 
59) Changes in VTA-MOR function associated with opioid reward by neuropathic pain and chronic 

treatment with ethanol 
M. Shibasaki1, N. Kuzumaki1, M. Narita1, K. Igarashi2, T. Mori1, T. Suzuki1, M. Narita1,2 
(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 2 Life Science Tokyo Advanced Research Center 
(L-StaR), Hoshi Univ.) 

 
60) Involvement of the mesolimbic dopaminergic pathway in morphine-induced analgesia 

M. Watanabe1, A. Yamashita2, M. Narita1, Y. Hamada1, D. Ikegami1, N. Kuzumaki1, A. 
Yamanaka2, M. Narita1,3 
(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 2 Nagoya Univ. Sch. Med., 3 Life Science Tokyo 
Advanced Research Center (L-StaR), Hoshi Univ.) 

 
第 43 回昭和大学神経研究会 
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2015 年 6 月 26 日, 東京 
61) 痛みの細胞記憶：慢性疼痛への岐路の探索 

成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
第 37 回日本疼痛学会 
2015 年 7 月 3 – 4 日, 熊本 
62) Jmjd3 依存的エピジェネティック修飾に伴った脊髄アストロサイト内の複数遺伝子長期的

発現変動による脊髄内疼痛感作形成機構 
葛巻直子 1, 池上大悟 1, 成田道子 1, 松下夏樹 2, 五十嵐勝秀 3, 牛島俊和 3,4, 成田 年 1,3 
(1星薬大・薬理, 2愛媛大医 先端医療創生セ, 3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 4国立

がんセ) 
 
63) トレッドミル運動による神経障害性疼痛の除痛機序におけるドパミン神経と側坐核の役

割 
若泉謙太 1,2, 山下 哲 3, 濱田祐輔 2, 渡邉萌 2, 川辺 塁 2, 近藤貴茂 2, 池上大悟 2, 葛巻直

子 2, 成田道子 2, 森崎 浩 1, 仙波恵美子 4, 五十嵐勝秀 5, 成田 年 2,5 
(1 慶応大医, 2星薬大・薬理, 3名大医, 4大阪行岡大, 5星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
64) 神経障害性疼痛下の辺縁系領域における“慢性疼痛に関連した不安関連因子”のゲノムワ

イド検索 
濱田祐輔 1, 西須大徳 1, 2, 濵田麻美 1, 池上大悟 1, 五十嵐勝秀 3, 成田道子 1, 葛巻直子 1, 和
嶋浩一 2, 中川種昭 2, 成田 年 1,3 
(1星薬大・薬理, 2 慶応大医, 3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
第 23 回クリニカルファーマシーシンポジウム医療薬学フォーラム 2015 
2015 年 7 月 4 – 5 日, 名古屋 
65) 慢性疼痛への分岐点としてのエピジェネティクス制御応答と細胞記憶 

成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
第 38 回日本神経科学大会 
2015 年 7 月 28 – 31 日, 神戸 
66) 神経障害性疼痛に伴う疼痛増悪/情動障害における帯状回アストロサイトの機能的役割 

濱田祐輔 1, 田村英紀 2, 山下 哲 3, 小嶋千潤 1, 成田道子 1, 池上大悟 1, 葛巻直子 1, 池谷裕

二 4, 山中章弘 3, 成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 3名大医, 4東大薬)  

 
67) 光遺伝学的手法ならびに DREADD システムを用いたモルヒネ鎮痛効果における中脳辺

縁ドパミン神経の機能解析 
渡邉 萌 1, 山下 哲 2, 成田道子 1, 濱田祐輔 1, 池上大悟 1, 田村英紀 3, 葛巻直子 1, 加藤成

樹 4, 小林和人 4, 山中章弘 2, 成田 年 1,3  
(1星薬大・薬理, 2名大医, 3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 4福島県立医大医) 
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68) マウスセロトニントランスポーター発現のDNAメチル化依存的制御領域の探索とその人

為的制御の試み 
五十嵐勝秀1,5, 大塚まき1,5, 中島欽一2,5, 成田 年1,4, 加藤忠史3,5 
(1星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 2九州大, 3理研, 4星薬大・薬理, 5独立行政法人科学

技術振興機構 (CREST)) 
 
Joint symposium and Summer school for Julius-Maximilians-Universitat Wurzburg and Hoshi 
University 
2015 年 7 月 29 日, Tokyo 
69) Mesenchymal stem cell-based, image-guided breast cancer therapy 

A. Sagara1, T. Karasawa1, K. Igarashi2, M. Narita1, 2, Y. Kato2 

(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 2 Life Science Tokyo Advanced Research Center 
(L-StaR), Hoshi Univ.) 

 
第 2 回緩和医療薬学研究会 第 3 回 Tokyo 疼痛緩和次世代研究会 合同研究会 
2015 年 8 月 5 – 6 日, 東京 
70) 痛みによる脳内環境変容の生物学 

成田 年1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
71) 転移がんの局所治療効果を目指した新規画像誘導がん治療法の確立：間葉系幹細胞とイメ

ージング技術の応用 
相良篤信1, 唐澤武司1, 五十嵐勝秀2, 成田 年1,2, 加藤良規2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
72) Morphine の副作用に対する aprepitant の有用性 

大西永里子1, 芝崎真裕1, 佐々木美里1, 成田 年1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
73) Morphine 誘発中枢性大腸輸送能低下作用に関わる脳部位の検討 

佐々木美里1, 芝崎真裕1, 大西永里子1 , 成田 年1,2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 
生体機能と創薬シンポジウム 2015 
2015 年 8 月 27 – 28 日, 船橋          
74) 光遺伝学的手法ならびに化学遺伝学的手法を用いた人工的知覚神経活性制御による痛覚

閾値変動 
近藤貴茂 1, 渡邉 萌 1, 須原佑樹 1, 成田道子 1, 葛巻直子 1,  山中章弘 2, 成田 年 1,3 
(1星薬大・薬理, 2名大医, 3星薬大・先端生命化学研究セ (L-StaR)) 

 
第 58 回神経化学大会 
2015 年 9 月 11 – 13 日, 大宮 
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75) Chronic nociceptive stimuli induce “cell memory due to pain” with epigenetic modification 

N. Kuzumaki1, M. Narita1, K. Igarashi2, M. Narita1,2 

(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 2 Life Science Tokyo Advanced Research Center 
(L-StaR), Hoshi Univ.) 

 
第 45 回日本神経精神薬理学会 
2015 年 9 月 24 – 26 日, 東京 
76) Methamphetamine による摂取感覚効果発現機序解明のためのニューラルサーキットジェ

ネティクス法およびオンセル解析法の応用 
菅 綾香 1, 林 明音１, 濱田祐輔 1, 成田道子 1, 田村英紀 2, 葛巻直子 1, 森 友久 1, 成田 

年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
第 9 回日本緩和医療薬学会 
2015 年 10 月 2 – 4 日, 横浜 
77) 痛みによるがん免疫変容を考える：痛みによる腫瘍修飾とオピオイド生理応答 

成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
78) 緩和医療におけるタイトレーションおよび睡眠障害・不安の改善の科学の意義 

葛巻直子 1, 成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
79) 知覚神経の活性調節による腫瘍増殖への影響 

近藤貴茂 1, 濱田祐輔 1, 須田雪明 1, 森田加奈 1, 小池友哉 1, 成田浩気 1, 北川美奈 1, 成田道

子 1, 葛巻直子 1, 成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR) ） 

 
80) オピオイドの副作用マネジメントに用いる抗精神病薬の薬理学的プロファイリング比較 

鳥越一宏 1, 森 友久 2, 芝﨑真裕 2, 湧井宣行 1, 櫻井正太郎 1
 , 葛巻直子 2, 鈴木 

勉 3, 成田 年 2,4 
(1星薬大・実務, 2星薬大・薬理, 3星薬大・薬物依存, 4先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
81) メサドンの薬理作用発現機序の解析：NMDA 受容体非依存的なモルヒネ低感受性 µ-オピ

オイド受容体連関下流シグナル応答 
土井星来 1,3, 森 友久 1, 鵜沢直生 1, 内田匡司 1, 桑田大嗣 1, 有馬崇充 1, 成田道子 1, 葛巻

直子 1, 鈴木 勉 2, 上園保仁 4, 成田 年 1,5 
(1星薬大・薬理,2星薬大・薬物依存, 3湘南藤沢徳洲会病, 4国立がんセ, 5星薬大・先端生命科

学研究セ (L-StaR)) 
 
82) 腫瘍増殖に対する末梢ならびに中枢における µ-オピオイド受容体刺激による相反的作

用；中枢性 µ-オピオイド神経を介した抗腫瘍効果 
森田加奈 1, 濱田祐輔 1, 田﨑慶彦 1, 近藤貴茂 1, 志保井美桜 1, 伊藤 航 1, 藤森由梨 1, 成田
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道子 1, 鈴木雅美 2, 葛巻直子 1, 成田 年 1 
(1星薬大・薬理, 2国立がんセ) 

 
83) フェンタニルへのオピオイドスイッチングにおける排便状況の調査 

小森智也 1, 小宮幸子 1,2, 吉森奈々1, 太田一郎 1, 森 友久 2, 成田 年 2, 鈴木 勉 3, 西川能

治 1 

(1横浜市立大附属病, 2星薬大・薬理, 3星薬大・薬物依存) 
 
84) トラマドールによる小腸輸送能低下作用：トラマドール代謝物 Ｍ1 およびモルヒネの比

較検討 
八幡彩香 1, 高橋知之 1, 有馬崇充 1, 日向麻美 1, 濱田祐輔 1, 芝崎真裕 1, 葛巻直子 1, 森 友

久 1, 上園保仁 2, 成田 年 1,3 
(1星薬大・薬理, 2国立がんセ, 3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
第 50 回アルコール・薬物依存関連学会合同学術総会 
2015 年 10 月 11 – 13 日, 神戸 
85) 遺伝子工学技術の応用による morphine 誘発逆耐性現象の発現に寄与する活性化細胞

（“On”cell）の探索 
菅 綾香 1, 林 明音１, 森 美貴子 1, 濱田祐輔 1, 成田道子 1, 田村英紀 2, 芝崎真裕 1, 葛巻

直子 1, 森 友久 1,成田 年 1,2 

(1星薬大・薬理 , 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 
第 3 回がん疼痛マネジメント研究会 
2015 年 10 月 16 日, 横浜 
86) 痛みによる腫瘍修飾の生物学とその修飾に関与するオピオイド生理応答 

成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
第 9 回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム 
2015 年 11 月 7-8 日, 千葉 
87) エピジェネティクスに着目した包括的疼痛緩和ケア 

成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
第 25 回日本医療薬学会 
2015 年 11 月 21 – 23 日, 横浜 
88) 痛みがもたらす末梢免疫増悪化や脳神経免疫ネットワークの負の連鎖：鎮痛薬によるダイ

ナミックな“生体恒常性回復効果” 
成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
第 29 回東京アルコール臨床懇話会 
2015 年 11 月 25 日, 東京 
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89) 薬物や食品の脳神経系機能に及ぼす細胞薬理学的作用を抽出、同定するための先端技術開

発とその応用 
成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
AACR-JCA 10th Joint Conference 
2016 年 2 月 16 – 20 日, Hawaii 
90) Molecular mechanisms of spontaneous resistance to 5-fluorouracil in breast cancer–derived brain 

metastasis. 
A. Sagara1, K. Igarashi2, M. Otsuka2, M. Narita1, N. Kuzumaki1, M. Narita1,2, Y. Kato2. 
(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 2 Life Science Tokyo Advanced Research Center 
(L-StaR), Hoshi Univ.) 

 
第 89 回日本薬理学会年会 
2016 年 3 月 9 – 11 日, 横浜 
91) 光遺伝学や薬理遺伝学を用いた痛みの研究の最前線:慢性疼痛発現機序探索のための“痛み

ネットワーク”や“痛みオンセル”解析 
成田 年 1,2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 
92) 視床下部 POMC 神経の抗腫瘍免疫機構における役割 

濱田祐輔 1, 田﨑慶彦 1, 森田加奈 1, 伊藤航 1, 志保井美桜 1, 藤森由梨 1, 成田道子 1, 田村英

紀 4, 鈴木雅美 2, 葛巻直子 1, 青木一教 2, 山中章弘 3, 成田 年 1,4 

（1星薬大・薬理, 2国がんセ, 3名大医, 4星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)） 
 
93) モルヒネの鎮痛効果を調節する腹側被蓋野内モルヒネ活性化細胞の探索 

渡邉 萌 1, 成田道子 1, 濱田祐輔 1, 新里達人 1, 山下 哲 2, 田村英紀 4, 葛巻直子 1, 山中章弘
3, 成田 年 1,4 

（1星薬大・薬理, 2鹿児島大, 3名大医, 4星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)） 
 
94) 人為的な知覚神経の活性化による疼痛刺激は血管新生を伴って腫瘍を増殖させる 

近藤貴茂 1, 濱田祐輔 1, 須田雪明 1, 森田加奈 1, 小池友哉 1, 成田浩気 1, 成田道子 1, 葛巻直

子 1, 田村英紀 3, 山中章弘 2, 成田 年 1,3 

（1星薬大・薬理, 2名大医, 3星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)） 
 
95) 数種 µ-オピオイド受容体作動薬の細胞内陥入を指標とした分子薬理学的プロファイリン

グ 
有馬崇充 1, 高橋知之 1, 桑田大嗣 1, 関口美緒 1, 水上想莉 1, 濱田祐輔 1, 宮野加奈子 1, 成田

道子 1, 葛巻直子 1, 上園保仁 2, 成田 年 1,3 

（1星薬大・薬理, 2国がんセ, 3星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)） 
 
日本薬学会第 136 回年会 
2016 年 3 月 26 – 29 日, 横浜 
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96) 除痛によるがん治療への影響を最先端科学により分析する： 

求められる包括的緩和医療の統合的分子理解 
成田 年 1,2, 葛巻直子 1, 成田道子 1, 濱田祐輔 1, 近藤貴茂 1 

（1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)） 
 
97) 中脳辺縁ドパミン神経の特定機能制御から導き出す疼痛制御機構の新たな理解 

葛巻直子 1, 成田 年 1,2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 
98) 新規薬物担体としての間葉系幹細胞の開発と評価： 抗腫瘍タンパク MDA-7 の分泌制御 

唐澤武司 1, 相良篤信 1, 児玉章弘 1, 杉浦礼衣 1, 山下睦 1, 大塚まき 2, 五十嵐勝秀 2, 成田道

子 1, 葛巻直子 1, 成田 年 1,2, 加藤良規 2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 
99) 神経障害性疼痛時における microRNA のバイオマーカーとしての可能性の検討 

染谷一貴 1, 成田道子 1, 保利直助 1,2, 濱田祐輔 1, 渡邉 萌 1, 近藤貴茂 1, 相内俊樹 1, 佐藤大

介 1, 井関雅子 2, 五十嵐勝秀 3, 葛巻直子 1, 成田 年 1,2,3 

（1星薬大・薬理, 2順天堂大, 3星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)） 
 
100) エピジェネティック毒性研究の現状と今後の展開 

五十嵐勝秀 2, 大塚まき 2, 成田 年 1,2 

（1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)） 
 
岩手・緩和医療と薬理学を考える会 
2016 年 4 月 28 日, 盛岡 
101) 次世代型緩和医療の提案の科学的根拠と疼痛研究領域の新潮流 

成田 年 1,2 

（1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)） 
 
第 10 回 日本緩和医療薬学会年会 
2016 年 6 月 3 – 5 日, 浜松 
102) 医療用麻薬の薬理作用や耐性/依存性のメカニズムを理解するための µ オピオイド受容

体分解機構の解析 
西川 諒 1, 鳥飼野々花 1, 松田昌憲 1, 本田彩佳 1, 上園保仁 2, 鈴木 勉 2, 森 友久 1, 成田 

年 1,4 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・薬物依存, 3国立がんセ, 4星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR))  
 
103) 慢性痛に対する運動療法の臨床的意義を動物実験で再現する 

若泉謙太 1,2, 近藤貴茂 2, 濱田祐輔 2, 渡邉 萌 2, 川辺 塁 2, 池上大悟 2, 葛巻直子 2, 成田

道子 2, 五十嵐勝秀 3, 成田 年 1,3 

(1慶応大医, 2星薬大・薬理, 3星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR))  
 
104) 脳転移性乳がんにおける 5-FU 耐性自然獲得メカニズムの解析 
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相良篤信 1, 五十嵐勝秀 2, 大塚まき 2, 唐澤武司 1, 児玉章弘 1, 杉浦礼衣 1, 山下 睦 1, 成田

道子 1, 葛巻直子 1, 成田 年 1,2, 加藤良規 2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR))  
 
105) 中枢性 µ-オピオイド神経系の賦活化は抗腫瘍効果をもたらす 

伊藤 航 1, 濱田祐輔 1, 森田加奈 1, 田﨑慶彦 1, 志保井美桜 1, 藤森由梨 1, 成田道子 1, 田村

英紀 2, 鈴木雅美 3, 青木一教 3, 葛巻直子 1, 成田 年 1,2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ（L-StaR）,3国立がんセ) 
 
106) 脳内「快」情動ネットワークの人工的活性化によるがん性疼痛制御機構の解析 

須藤有紀 1, 渡邉 萌 1, 濱田祐輔 1, 成田道子 1, 田村英紀 2, 葛巻直子 1, 成田 年 1,2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 
107) ヒト非小細胞肺がんにおける gefitinib による miRNA の発現ならびにエピジェネティク

ス変化を伴った上皮間葉転換機構の解析 
相内俊樹 1, 成田道子 1, 濱田祐輔 1, 須田雪明 1, 葛巻直子 1, 成田 年 1,2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 
108) 運動による神経障害性疼痛の除痛機序の解明: 脳内ドパミン神経と側坐核の関与  

成田浩気 1, 若泉謙太 1,2, 近藤貴茂 1, 山下 晢 3, 濱田祐輔 1, 渡邉 萌 1, 川辺 塁, 小池友

哉 1, 池上大悟 1, 葛巻直子 1, 成田道子 1, 森崎 浩 2, 仙波恵美子 4, 五十嵐勝秀 5, 成田 年
1,5 

(1星薬大・薬理, 2慶應大医, 3名大医, 4大阪行岡医療大,5星薬大・先端生命科学研究セ 
(L-StaR)) 

 
109) 疼痛学と腫瘍学のクロストーク： 

科学的根拠に基づいたがんサバイバーの疼痛コントロールの意義 (正義) 
成田 年 1,2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 
110) オピオイドによる疼痛治療ががん治療にもたらす影響 

葛巻直子 1, 成田道子 1, 成田 年 1,2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 
111) 心理的ストレス負荷ならびに脳内ストレス応答性神経系の活性化による腫瘍増殖への影

響 
藤森由梨 1, 濱田祐輔 1, 森田加奈 1, 志保井美桜 1, 伊藤 航 1, 成田道子 1, 河田美穂 1, 田村

英紀 2, 鈴木雅美 3, 青木一教 3, 葛巻直子 1, 成田 年 1,2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 3国立がんセ) 
 
第 21 回日本緩和医療学会学術大会 
2016 年 6 月 17 – 18 日, 京都 
112) 緩和医療学、腫瘍学、精神神経学の接点を科学する 
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成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
第 38 回日本疼痛学会 
2016 年 6 月 24 – 25 日, 札幌 
113) 抗腫瘍免疫における視床下部 POMC 神経の機能解析 

濱田祐輔 1， 田崎慶彦 1， 森田加奈 1， 伊藤 航 1， 藤森由梨 1， 成田道子 1， 田村英紀
2， 鈴木雅美 3， 葛巻直子 1， 青木一教 3， 山中章弘 4， 成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR), 3国立がんセ, 4名大医) 

 
第 46 回日本神経精神薬理学会年会  
2016 年 7 月 2 – 3 日,ソウル 
114) Neuropathic pain negatively modulates mesolimbic dopaminergic transmission related to 

suppression of the analgesic potency and abuse potential of morphine 
成田 年 1,2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
  
115) µ オピオイド受容体の多機能性と各種オピオイドの差別化 

葛巻直子 1, 成田 年 1,2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 
30th CINP WORLD CONGRESS OF NEUROPSYCHOPHARMACOLOGY 
2016 年 7 月 3 – 5 日,ソウル 
116) Role of the hypothalamic µ-opioidergic systems in the anti-tumor immune response through the 

suppression of stress response 
Y. Hamada1, Y. Tasaki1, K. Morita1, W. Ito1, Y. Fujimori1, M. Narita1, H. Tamura2, M. Suzuki3, N. 
Kuzumaki1, K. Aoki4, A. Yamanaka5, M. Narita1,2 

(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 2 Life Science Tokyo Advanced Research Center 
(L-StaR), Hoshi Univ., 3 National Cancer Center Res. Institute, 4Nagoya Univ. Sch. Med.,) 

 
第 41 回日本睡眠学会 
2016 年 7 月 7 – 8 日, 東京 
117) 痛みの統合的理解：疼痛と睡眠の脳科学的基盤 

濱田祐輔 1, 山下 哲 1,2, 成田道子 1, 葛巻直子 1, 成田 年 1,3 
(1星薬大・薬理, 2鹿児島大, 3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
第 50 回日本ペインクリニック学会 
2016 年 7 月 7 – 9 日, 横浜 
118) 疼痛応答ネットワークの活性化による免疫細胞や腫瘍細胞への影響：除痛の正義を科学す

る 
成田 年 1,2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
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119) 慢性疼痛のバイオマーカーとしての後性的遺伝子修飾因子の探索：痛みによ 

る細胞内 microRNA ならびに分泌型 microRNA の発現変動解析 
葛巻直子 1, 成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
120) "Epigenetic modification" という治療戦略〜疼痛治療における新たなゴール〜 

若泉謙太 1,2 
(1慶應大医, 2星薬大・薬理) 

 
第 134 回薬理学会関東部会 
2016 年 7 月 9 日, 栃木 
121) 腹側被蓋野内モルヒネ活性化細胞の活動制御による疼痛閾値の変化 

岡野秀嗣 1, 渡邉 萌 1, 成田道子 1, 濱田祐輔 1, 新里達人 1, 岩山嘉孝 1, 内山直彦 1, 山下 哲
3, 葛巻直子 1, 山中章弘 3, 成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR)), 3名大医) 

 
122) Methamphetamine による摂取感覚効果発現機序解明のためのニューラルサーキットジェ

ネティクス法および ON cell 解析法の応用 
菅 綾香 1, 林 明音 1, 長井雅子 1, 佐々木雅大 1, 岩澤千鶴 1, 渡邉 萌 1, 濱田祐輔 1, 成田

道子 1, 田村英紀 2, 葛巻直子 1, 森 友久 1, 成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
123) がん悪液質における代謝異常ならびに視床下部を介した脳-末梢連関の機能変化の解析 

小嶋千潤 1, 濱田祐輔 1, 森 美貴子 1, 相内俊樹 1, 須田雪明 1, 成田道子 1, 葛巻直子 1, 成田 

年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
The International Narcotics Research Conference 2016 
2016 年 7 月 10 – 14 日, Bath, England 
124) Role of Peripheral Opioid Receptors In Tumor Angiogenesis And Metastasis 

Y. Kato1, M. Narita1,2 
(1Life Science Tokyo Advanced Research Center (L-StaR), Hoshi Univ, 2 Dept. Pharmacol., Hoshi 
Pharm. Univ.) 

 
第 39 回日本神経科学大会 
2016 年 7 月 20 – 22 日, 横浜 
125) Role of β-endorphin released by the hypothalamic POMC neurons in the anti-tumor immune 

response 
Y. Hamada1，Y. Tasaki1，K. Morita1，W. Ito1，Y. Fujimori1，M. Narita1， H. Tamura2，M. Suzuki3，

N. Kuzumaki1，K. Aoki3，A. Yamanaka4，M. Narita1,2 

(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 2 Life Science Tokyo Advanced Research Center 
(L-StaR), Hoshi Univ., 3 National Cancer Center Res. Institute, 4Nagoya Univ. Sch. Med.) 
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126) Identification of morphine-activated VTA neurons and their involvement in morphine-induced 

analgesia 
M. Watanabe1，M. Narita1，Y. Hamada1，T. Shinzato1，A. Yamashita2， Viviane L Taw k3，H. 
Tamura4，N. Kuzumaki1，A. Yamanaka2，M. Narita1,4 

(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 2Nagoya Univ. Sch. Med., 3Stanford Univ. Sch. Med., 4 
Life Science Tokyo Advanced Research Center (L-StaR), Hoshi Univ.) 

 
第 36 回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム 
2016 年 8 月 19 – 20 日, 札幌 
127) メサドンの薬理作用発現機序の解析: NMDA 受容体非依存的 µ-オピオイド受容体下流シ

グナル応答 
森 友久 1, 土井星来 1, 成田道子 1, 葛巻直子 1, 上園保仁 2, 成田 年 1,3, 
(1星薬大・薬理, 2国立がんセ, 3星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR) ) 

 
128) G タンパク質依存的あるいは非依存的分類に基づいた数種 µ-オピオイド受容体作動薬の

分子薬理学的プロファイリング 
河田美穂 1, 有馬崇充 1, 成田道子 1, 葛巻直子 1, 上園保仁 2, 成田 年 1,3 
(1星薬大・薬理, 2国立がんセ, 3星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR) ) 

 
IASP 2016 
2016 年 9 月 26 – 30 日, 横浜 
129) Epigenetic modifications in chronic pain syndromes  

M. Narita1,2 
(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 2 Life Science Tokyo Advanced Research Center 
(L-StaR), Hoshi Univ.) 

 
130) Anti-tumor immune responses are enhanced by the endogenous hypothalamic opioid system and 

suppressed by chronic nociceptive stimuli 
M. Narita1,2 
(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 2 Life Science Tokyo Advanced Research Center 
(L-StaR), Hoshi Univ.) 

 
131) Tissue injury- and inflammation-induced post-translation modifications in histones in  

primary sensory and spinal dorsal horn neurons 
N. Kuzumaki1 
(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ.) 
 

 
線維筋痛症研究国際シンポジウム 
2016 年 10 月 1 – 2 日, 長崎 
132) Role of the hypothalamic µ-opioidergic systems in the anti-tumor immune response 

Y. Hamada1, Y. Tasaki1, K. Morita1, W. Ito1, Y. Fujimori1, M. Narita1, H. Tamura2, H. Tezuka2, M. 
Suzuki3, K. Aoki3, A. Yamanak4, N. Kuzumaki1, M. Narita1, 2 
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(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 2Life Science Tokyo Advanced Research Center (L-StaR), 
Hoshi Univ., 3 National Cancer Center Res. Institute, 4 Nagoya Univ. Sch. Med.) 

 
第 75 回日本癌学会学術総会 
2016 年 10 月 6 – 8 日, 横浜 
133) トリプルネガティブ乳がんの予後が予測可能な血中マーカーの探索 

相良篤信 1, 五十嵐勝秀 2, 大塚まき 2, 成田 年 1,2, 加藤良規 2  
(1 星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
第 51 回日本アルコール・アディクション医学会学術総会 
2016 年 10 月 7 – 8 日, 東京 
134) オピオイド除痛による抗腫瘍効果を科学する 

成田 年 1,2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 
第 135 回日本薬理学会関東部会 
2016 年 10 月 8 日, 浜松 
135) 運動による除痛効果における脳内報酬ドパミン系ネットワークの役割〜Gi-DREADD に

よる特異的神経活動抑制を利用した研究〜 
若泉謙太 1,2, 近藤貴茂 1, 成田道子 1, 濱田祐輔 1, 成田浩気 1, 渡邉 萌 1, 葛巻直子 1, 森崎 

浩 2, 成田 年 1,2,3 
(1星薬大・薬理, 2慶應大医, 3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
生理学研究所 研究会（痛み研究会 2016） 
2017 年 1 月 30 – 31 日, 愛知 
136) 腹側被蓋野内モルヒネ活性化細胞の活動制御による神経障害性疼痛への影響 

渡邉 萌 1, 成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
第 90 回 日本薬理学会年会 
2017 年 3 月 15 – 17 日, 長崎 
137) 脳内痛み感受性細胞の同定と人工的制御の試み 

成田 年 1,2 , 渡邉 萌 1, 成田道子 1, 葛巻直子 1 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
138) Ligand-biased efficacy 説に呼応した細胞内シグナルに基づく µ-オピオイド受容体作動薬

の分子薬理学的プロファイリング 
河田美穂 1, 有馬崇充 1, 成田道子 1, 上園保仁 2, 葛巻直子 1, 成田 年 1,3 
(1星薬大・薬理, 2国立がんセ, 3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
139) 視床下部室傍核 µ オピオイド受容体の活性化は抗腫瘍免疫を増強する 

濱田祐輔 1, 森田加奈 1, 伊藤 航 1, 藤森由梨 1, 金尾奈穂美 1, 吉田小莉 1, 成田 道子 1, 田村

英紀 2, 鈴木雅美 3, 青木一教 4, 山中章弘 5, 葛巻直子 1, 成田 年 1,2 
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(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 3国立がん研セ・がんゲノミクス, 
4国立がん研セ・分子細胞治療, 5名大医) 

 
140) 視床下部室傍核 CRH 神経を介したストレス応答は腫瘍増殖を促進する 

吉田小莉 1, 濱田祐輔 1, 志保井美桜 1, 伊藤 航 1, 藤森由梨 1, 金尾奈穂美 1,  伊東俊雅 1,2, 
成田道子 1, 田村英紀 3, 手塚裕之 3, 山中章弘 4, 葛巻直子 1, 成田  年 1,3 
(1星薬大・薬理, 2東京女医大, 3星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR), 4名大医) 

 
日本薬学会第 137 年会 
2017 年 3 月 24 – 27 日, 仙台 
141) ストレス応答に関与する視床下部室傍核神経活性化 による腫瘍増殖への影響 

伊藤 航 1, 濱田祐輔 1, 志保井美桜 1, 藤森由梨 1, 金尾奈穂美 1, 吉田小莉 1, 浅野克倫 1, 成
田道子 1, 田村英紀 2, 手塚裕之 2, 伊東俊雅 1,3, 河田美穂 1, 山中章弘 4, 葛巻直子 1, 成田 

年 1,2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 3東京女子医大, 4名大医) 
 
142) トリプルネガティブ型乳がんの予後が予測可能な血中マーカーの探索 

児玉章弘 1, 相良篤信 1, 五十嵐勝秀 2, 大塚まき 2, 山下 睦 1, 杉浦礼衣 1, 南部美歩 1, 唐澤

武司 1, 成田道子 1, 葛巻直子 1, 成田 年 1,2, 加藤良規 2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 
143) がん悪液質の全身性代謝障害における脳内グリア細胞の役割 

森 美貴子 1, 濱田祐輔 1, 小嶋千潤 1, 相内俊樹 1, 金尾奈穂美 1, 吉田小莉 1, 浅野克倫 1, 成
田道子 1, 田村英紀 2, 手塚裕之 2, 鈴木雅美 3, 葛巻直子 1, 成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 3国立がんセ) 

 
AsCNP 2017 
2017 年 4 月 27 – 29 日, Nusa Dua bali, Indonesia 
144) Complex interplay between pain relief and opioid addiction: chronic pain diminishes the 

mesolimbic dopaminergic network 
M. Narita1,2 
(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 2 Life Science Tokyo Advanced Research Center 
(L-StaR), Hoshi Univ.) 

 
145) Activation of astrocytes in the anterior cingulate cortex corresponds to sleep disorder under 

neuropathic pain 
N. Kuzumaki1, A. Yamashita1,2, Y. Hamada1, M. Narita1, H. Tamura3, A. Yamanaka2, M. Narita1,3 
(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 2Nagoya Univ. Sch. Med., 3 Life Science Tokyo 
Advanced Research Center (L-StaR), Hoshi Univ.) 

 
146) Pharmacological profiling of several µ-opioid receptor agonists based on the changes in the 

ligand-biased intracellular signaling 
M. Kawata1, T. Arima1, M. Narita1, Y. Uezono2, N. Kuzumaki1, M. Narita1,3 
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(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 2National Cancer Center Res. Institute, 3 Life Science 
Tokyo Advanced Research Center (L-StaR), Hoshi Univ.) 
 

岩手・緩和医療と薬理学を考える会 
2017 年 5 月 1 日, 岩手 
147) 包括的緩和医療研究のオープンシステムサイエンスとリバーストランスレーショナルリ

サーチ 
成田 年 1,2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 

第 11 回日本緩和医療薬学会年会 
2017 年 6 月 2 – 4 日, 札幌 
148) がんサバイバーのための境界型包括的緩和医療の統合的分子理解 

成田 年 1,2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 

149) 進化を続ける鎮痛薬の広域治療スペクトラム：がん支持療法の中核をなす鎮痛薬の分子理

解 
成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 

150) 予防腫瘍学とがん支持療法科学の最近の展開 
葛巻直子 1, 成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 

151) 選択的な “G タンパク質依存型 µ オピオイド” であるタペンタドールの分子薬効解析：

モルヒネとの相違点を科学的に証明する µ オピオイドの新しい分類基準の理解 
河田美穂 1, 有馬崇充 1, 成田道子 1, 上園保仁 2, 葛巻直子 1, 成田 年 1,3 
(1星薬大・薬理, 2国立がんセ, 3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR))  

 
152) 非小細胞肺がんにおけるゲフィチニブ慢性処置による上皮間葉転換を伴った RNA/DNA

メチル化変動解析 
三宅由夏１, 成田道子１, 佐藤大介１, 岩澤千鶴１, 須田雪明１, 大塚まき 2, 五十嵐勝秀 2, 葛
巻直子 1, 成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 

日本麻酔科学会 第 64 回学術集会 
2017 年 6 月 8 – 10 日, 神戸 
153) 脳内エピジェネティクス変動に基づく慢性疼痛病態の統合的理解 

成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 

第 39 回日本疼痛学会 
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2017 年 6 月 16 – 17 日, 神戸 
154) オピオイド神経ネットワークが修飾する脳-末梢免疫連関とオピオイド鎮痛薬の細胞薬理

学的プロファイリング 
成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 

155) モルヒネ感受性脳内報酬ネットワークによる pathological pain 発現の調節機構 
渡邉 萌 1, 成田道子 1，濱田祐輔 1，岡野秀嗣 1，岩山嘉孝 1，内山直彦 1，近藤貴茂 1，葛巻

直子 1，山中章弘 2，成田 年 1,3 
(1星薬大・薬理, 2名大医, 3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 

第 22 回緩和医療学会学術大会 
2017 年 6 月 23 – 24 日, 横浜 
156) 疼痛学、腫瘍学、脳神経科学の境界型領域学としての次世代型包括的緩和医療科学の確立

と臨床応用 
成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 136 回日本薬理学会関東部会 
2017 年 7 月 8 日, 東京 
157) 慢性的ストレス負荷時の側坐核における活性化細胞を標的とした TRAP-seq 法を用いた

遺伝子発現の網羅的解析 
正木健太郎 1, 岩澤千鶴 1, 足立悠貴 1, 香川玲子 1, 大塚まき 3, 五十嵐勝秀 3, 北岡志保 2, 古
屋敷智之 2, 葛巻直子 1, 成田 年 1,3 
(1星薬大・薬理, 2神戸大, 3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

The International Narcotics Research Conference 2017 
2017 年 7 月 9 – 14 日, Chicago, USA 
158) Characterization of the endogenous small-sized peptides released in the nucleus accumbens related 

to pain modulation 
M. Watanabe1, N. Uchiyama1, Y. Sugiura1, M. Narita1, T. Kondo1, Y. Iwayama1, H. Ogata1, N. 
Kuzumaki1, M. Narita1,2 
(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm.Univ., 2Life Science Tokyo Advanced Research Center (L-StaR), 
Hoshi Univ.) 
 

日本ペインクリニック学会第 51 回大会 
2017 年 7 月 20 – 22 日, 岐阜 
159) 基礎研究の真価と理解：疼痛コントロールを含むサポーティブオンコロジーにおけるリバ

ーストランスレーショナルリサーチの重要性 
成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 47 回日本神経精神薬理学会年会 
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2017 年 9 月 28 – 30 日, 札幌 
160) 全身性炎症モデルマウスにおける視床下部グリア細胞の変容 

相内俊樹¹, 濱田祐輔¹, 森 美貴子¹, 近藤貴茂¹, 金尾奈穂美¹, 吉田小莉¹, 三宅由夏¹, 浅野

克倫¹, 成田道子¹, 手塚裕之², 田村英紀², 葛巻直子¹, 成田 年 1,2 
(¹星薬大・薬理, ²星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 

161) Bias factor を指標とした各種 µ オピオイド受容体作動薬の分子薬理学的プロファイリン

グ 
中浜 萌¹, 河田美穂¹, 成田道子¹, 葛巻直子¹, 上園保仁², 成田 年 1,3 
(¹星薬大・薬理, ²国立がんセ, ³星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 137 回日本薬理学会関東部会 
2017 年 10 月 28 日, 東京 
162) Positive allosteric modulator による µ オピオイド受容体の細胞内シグナル制御機構の解析 

中浜 萌 1, 水上想莉 1, 関口美緒 1 ,風祭英人 1, 有馬崇充 1, 河田美穂 1, 成田道子 1, 葛巻直

子 1, 上園保仁 2, 成田 年 1,3 
(1星薬大・薬理, 2国立がんセ, 3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

群馬ペインクリニック懇話会 
2017 年 11 月 25 日, 前橋 
163) 疼痛治療の新たな視点を科学する；神経科学・免疫学の境界型融合研究 

成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 40 回日本分子生物学会年会 
2017 年 12 月 6 – 9 日, 神戸 
164) 疾患細胞薬理学：疼痛感受性細胞及び鎮痛薬感受性細胞の同定/解析と人為的制御 

成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

緩和医療 ファーマシューティカルケア研究会・大阪 第３回例会 
2018 年 3 月 3 日, 大阪 
165) 末梢性 µ -オピオイド受容体の遮断により大きく変わっていくオピオイド製剤の使い方 

葛巻直子 1 
(1星薬大・薬理) 

 

第 138 回日本薬理学会関東部会 
2018 年 3 月 10 日, 東京 
166) がん悪液質状態下における”末梢-脳-末梢”連関の解析：炎症に伴う視床下部グリア細胞の

変容 
浅野克倫 1, 濱田祐輔 1, 相内俊樹 1, 森 美貴子 1, 吉田小莉 1, 金尾奈穂美 1, 成田道子 1, 手
塚裕之 2, 葛巻直子 1, 成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
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Cancer Pain Forum 2018 
2018 年 3 月 17 日, 東京 
167) オピオイド製剤の分子薬理学的解析 

成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

日本薬学会 第 138 年会 
2018 年 3 月 25 – 28 日, 金沢 
168) miRNA 解析による抑肝散の抗腫瘍効果の検討 

和田純菜 1, 韓 哲舜 2,3, 河田美穂 1, 濱田祐輔 1, 近藤貴茂 1, 五十嵐勝秀 4, 葛巻直子 1, 成田

道子 1, 小林弘幸 2,3, 成田 年 1,4 
(1星薬大・薬理, 2順天堂大医, 3順天堂大漢方医学先端臨床セ, 4星薬大・先端生命科学研究

セ (L-StaR)) 
 

いわて痛みを考える会 
2018 年 5 月１日, 岩手 
169) がん性疼痛の科学とがん支持療法のトランスレーショナルリサーチ 

成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 12 回日本緩和医療薬学会年会 
2018 年 5 月 25 – 27 日, 東京 
170) がん支持療法の主薬となるオピオイド鎮痛薬の最新科学的知見 

成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 

171) 痛みストレスによる脳内の持続的なシグナルの「ON」状態が免疫恒常性に及ぼす影響 
成田 年 1,2, 吉田小莉 1, 濱田祐輔 1, 成田道子 1, 葛巻直子 1 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
172) ヒドロモルフォンの分子薬理的プロファイルの解析と臨床応用への提案 

岩澤佑典 1, 中浜 萌 1, 篠原麻美 1, 濱田祐輔 1, 成田道子 1, 葛巻直子 1, 上園保仁 2, 成田 年
1,3 
(1星薬大・薬理, 2国立がんセ, 3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 

173) 痛みによる腫瘍の増悪化に関与する生体内低分子物質の探索 
田邊一貴 1, 近藤貴茂 1, 濱田祐輔 1, 米山優希 1, 及川大亮 1, 岩澤千鶴 1, 岩崎雄介 2, 成田道

子 1, 葛巻直子 1, 山中章弘 3, 成田 年 1,4 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・総合基礎薬学教育研究部門, 3名大医, 4星薬大・先端生命科学研

究セ (L-StaR)) 
 

174) 走行運動による神経障害性疼痛の緩和効果発現における視床下部オピオイド神経系の関
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与 
櫻井 究 1, 近藤貴茂 1, 濱田祐輔 1, 成田浩気 1, 贄田彩菜 1, 葛巻直子 1, 成田道子 1, 仙波恵

美子 2, 山中章弘 3, 成田 年 1,4 
(1星薬大・薬理, 2大阪行岡大, 3名大医, 4星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 

第 40 回日本疼痛学会 
2018 年 6 月 15 – 16 日, 長崎 
175) 痛みの遷延化におけるエピジェネティクスメカニズムの理解 

成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 31 回日本疼痛漢方研究会学術集会 
2018 年 6 月 30 日, 東京 
176) 疼痛治療の新たな視点を科学する：疼痛学・神経科学・免疫学の境界型融合研究 

成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
日本ペインクリニック学会 第 52 回大会 
2018 年 7 月 19 – 21 日, 東京 
177) µ オピオイド鎮痛薬の細分類；バイアスファクターによる再編 

葛巻直子 1, 河田美穂 1, 石橋優香 1, 中浜 萌 1, 成田道子 1, 井関雅子 2, 上園保仁 3, 成田 年
1,4 
(1星薬大・薬理, 2順天堂大医, 3国立がんセ, 4星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 

第 41 回日本神経科学大会 
2018 年 7 月 26 – 29 日, 神戸 
178) Analysis of cell-cell interaction between artificial peripherin positive nociceptive neurons 

activation and lewis lung carcinoma cells (LLC):Tumor growth aggravated by artificial 
nociceptive neuron activation 
T. Kondo1, Y. Hamada1, K. Tanabe1, K. Sakurai1, D. Oikawa1, C. Iwasawa1, M. Narita1, N. 
Kuzumaki1, A. Yamanaka2, M. Narita1,3 
(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 2Nagoya Univ. Sch. Med., 3Life Science Tokyo 
Advanced research center (L-StaR), Hoshi Univ.) 
 

第 38 回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム 
2018 年 8 月 24 – 25 日, 神戸 
179) 中枢と末梢に局在する µ -オピオイド受容体の生理的 役割の相違からオピオイド製剤の

選択を考える 
葛巻直子 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 

180) ヒドロモルフォンの分子薬理学的プロファイリング行動薬理学的表現系との相関解析 
濱田祐輔 1,2 ,中浜 萌 1 ,成田道子 1 ,岩澤佑典 1 ,篠原麻美 1 ,浅野克倫 1 ,山崎光章 3 , 余宮きの
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み 4 ,葛巻直子 1,2 ,上園保仁 5 ,成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 3富山大医, 4埼玉県立がんセ, 5国

立がんセ) 
 

第 5 回包括的緩和医療科学学術研究会/第 6 回 Tokyo 疼痛緩和次世代研究会合同研究会 
2018 年 8 月 26 日, 東京 
181) 末梢性オピオイド受容体の生理・病態機構 

葛巻直子 1,2, 濱田祐輔 2, 成田道子 1, 芝崎真裕 1, 森 友久 1, 成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 53 回日本アルコールアディクション医学学術総会 
2018 年 9 月 8 – 10 日, 京都 
182) リバーストランスレーショナルニューロサイエンス リサーチの展開 

成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
第 7 回弘前麻酔セミナー 
2018 年 9 月 22 日, 弘前 
183) 痛み研究に関する最近の話題 

成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 

第 139 回日本薬理学会関東部会 
2018 年 10 月 20 日, 東京 
184) モルヒネ鎮痛作用発現における側坐核 D1 受容体陽性中型有棘神経細胞の役割 

東條 陸 1, 渡邊 萌 1, 佐藤大介 1, 手塚裕之 2, 濱田祐輔 1, 近藤貴茂 1, 鵜尾将伍 1,成田道子
1, 葛巻直子 1, 山中章弘 3, 成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 3名大医) 

 

第 28 回日本臨床精神神経薬理学会 第 48 回日本神経精神薬理学会合同年会 
2018 年 11 月 14 – 16 日, 東京 
185) 側坐核 D1-MSN の特異的活性制御による疼痛閾値の変化 

佐藤大介 1, 渡邉 萌 2, 成田道子 1, 濱田祐輔 3, 及川大亮 1, 葛巻直子 1, 山中章弘 4,成田 年
1,3 
(1星薬大・薬理, 2Dept. Pharmacol., Arizona Univ., 3星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR), 4

名大医) 
 

第 92 回日本薬理学会年会 
2019 年 3 月 14 – 16 日, 大阪 
186) 知覚神経反射による腫瘍微小環境を介した腫瘍悪性化の修飾 

成田 年 1,2 , 葛巻直子 1,2 , 近藤貴茂 1 , 濱田祐輔 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
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187) 特定細胞群の標識技術の応用による薬理学的多次元解析 

葛巻直子 1,2 , 渡邉 萌 1,3 , 成田 年 1,2 
（1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ(L-StaR), 3Dept. Pharmacol., Arizona Univ.） 

 
第 32 回メディシナルケミストリーシンポジウム 
2014 年 11 月 26 – 28 日, 神戸 
188) マトリン型アルカロイドの構造活性相関 Part 22; 4-Dimethylaminopiperidine 誘導体におけ

る官能基の位置変換によるオピオイド κ 受容体作動薬の開発 
寺本寛明 1, 寺戸靖 1, 小田桐早苗 1, 三原千佳 1, 直井晧平 1, 佐々木秀 1, 山内貴靖 1, 東山公

男 1 
(1星薬大・有機合成) 

 
日本薬学会第 135 回年会 
2015 年 3 月 25 – 28 日 
189) マトリン型アルカロイドの構造活性相関 Part 23; 3-Phenylpiperidine 誘導体に着目した κ 

オピオイド受容体作動薬の開発 
寺本寛明 1, 小泉潤一 1, 七五三掛聡之 1, 佐々木秀 1, 山内貴靖 1, 東山公男 1 
(1星薬大・有機合成) 

 
25th International Society of Heterocyclic Chemistry Congress 
2015 年 8 月 23 – 28 日, California 
190) Structure-Activity Relationship of Matrine Type Alkaloids Part 24; Synthesis and Antinociception 

of 3-Arylpiperidine Derivatives 
H. Teramoto1, J. Koizumi1, T. Shimekake1, H. Minomata1, S. Sasaki1, T. Yamauchi1, K. 
Higashiyama1 (1Inst. Med. Chem., Hoshi Pharm. Univ.) 

 
日本薬学会第 136 回年会 
2016 年 3 月 26 – 29 日, 横浜 
191) マトリン型アルカロイドの構造活性相関 Part 25; Benzene 環を有する Piperidine 誘導体

の合成と抗侵害作用 
安斉柚衣 1, 寺本寛明 1, 中村美穂 1, 佐々木 秀, 山内貴靖, 東山公男 
(1星薬大・有機合成) 

 
192) マトリン型アルカロイドの構造活性相関 Part 26; 光学活性な 3-Phenylpiperidine 誘導体

の合成と抗侵害作用 
美濃又大空 1, 寺本寛明 1, 富田祐馬 1, 佐々木 秀 1, 山内貴靖 1, 東山公男 1 
(1星薬大・有機合成) 

 
第 34 回メディシナルケミストリーシンポジウム 
2016 年 11 月 30 – 12 月 2 日, 筑波 
193) マトリン型アルカロイドの構造活性相関 Part 27; 芳香環を有する piperidine 誘導体に着

目した κ オピオイド受容体作動薬の開発 
寺本寛明 1，佐々木 秀 1，山内貴靖 1，東山公男 1 
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(1星薬大・有機合成) 

 
日本薬学会第 137 年会 
2017 年 3 月 24 – 27 日, 仙台 
194) マトリン型アルカロイドの構造活性相関 Part 28; ジアステレオマー法による 

3-(p-fluorophenyl)piperidine 誘導体の光学分割及び抗侵害作用と受容体選択性 
富田祐馬 1, 寺本寛明 1, 美濃又大空 1, 佐々木 秀 1, 山内貴靖 1, 東山公男 1 
(1星薬大・有機合成) 

 
195) マトリン型アルカロイドの構造活性相関 Part 29; 芳香環を有する piperidine 誘導体の合

成と抗侵害作用 
寺本寛明 1, 中村美穂 1, 佐々木 秀 1, 山内貴靖 1, 東山公男 1 
(1星薬大・有機合成) 

 
日本薬学会第 138 年会 
2018 年 3 月 25 – 28 日, 金沢 
196) マトリン型アルカロイドの構造活性相関 Part 30; Benzene 環を有する piperidine 誘導体

の合成と抗侵害作用 
山下 優歩 1、寺本 寛明 1、安斉 柚衣 1、中村 美穂 1、佐々木 秀 1、山内 貴靖 1、東山 公
男 1 

(1星薬大・有機合成) 
 

197) マトリン型アルカロイドの構造活性相関 Part 31; 3-Arylpiperidine 誘導体に着目した κ 
オピオイド受容体作動薬の開発 
寺本 寛明 1、中村 美穂 1、山下 優歩 1、佐々木 秀 1、山内 貴靖 1、東山 公男 1 

(1星薬大・有機合成) 
 
198) マトリン型アルカロイドの構造活性相関 Part 32; Quinolidizinone 誘導体の合成と抗侵害

作用 
若松 真理子 1、寺本 寛明 1、福壽 徹 1、佐々木 秀 1、山内 貴靖 1、東山 公男 1 
(1星薬大・有機合成) 

 
日本薬学会第 139 年会 
2019 年 3 月 20 – 23 日, 千葉 
199) マトリン型アルカロイドの構造活性相関研究 Part 33; Benzene 環を有する piperidine 誘

導体に着目した新規 k オピオイド受容体作動薬の開発 
鈴木 雄大 1、寺本 寛明 1、山下 優歩 1、中村 美穂 1、安斉 柚衣 1、佐々木 秀 1、山内 貴
靖 1、東山 公男 1 
(1星薬大・有機合成) 

 
200) マトリン型アルカロイドの構造活性相関 Part 34; 3-Thienylpiperidine 誘導体の合成と抗侵

害作⽤ 
芝本 圭史 1、寺本 寛明 1、中村 美穂 1、山下 優歩 1、佐々木 秀 1、山内 貴靖 1、東山 公
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男 1 
(1星薬大・有機合成) 

 
201) ナルデメジンの合成研究 

川邑 夏美 1、松村 翔輝 1、栗村 拓冶 1、高木 真由 1、赤鳥 遥 1、山内 貴靖 1、東山 公男
1、佐々木 秀 1 
(1星薬大・有機合成) 

 
Synchrotron Radiation in Nano-medicine and Advanced Health Care 
2014 年 1 月 9 – 10 日，神戸 
202) Application of Synchrotron X-ray Diffraction for Development of Transdermal/Topical 

Formulation 
小幡誉子 1 (1星薬大・薬剤) 

 
第 4 回メディショナルナノテク研究会 
2014 年 1 月 16 日，東京 
203) 皮膚角層細胞間脂質の構造解析と経皮吸収型製剤・化粧料開発への応用 

小幡誉子 1 

(1星薬大・薬剤) 
 

物構研サイエンスフェスタ 2014 
2014 年 3 月 18 – 19 日，筑波 
204) 皮膚バリア機能改善を目指したセラミド配合マイクロカプセルの調製と評価 

小幡誉子1，清水哲平1，赤木千夏1，吉田真也1，佐野 啓1，梁 天賜2，本田秀夫2，高橋 浩
3，清水伸隆4，五十嵐教之4，大貫義則1，髙山幸三1 

（1星薬大・薬剤，2横浜油脂工業㈱，3群馬大学，4KEK-PF） 
 
第 134 回 日本薬学会年会 
2014 年 3 月 27 – 30 日，熊本 
205) 放射光 X 線回析による皮膚角層細胞間脂質と l-メントールの相互作用解析 

吉田真也 1，小幡誉子 1，佐野 啓 1，大貫義則 1，太田 昇 2，八木直人 2，髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤，2SPring-8/JASRI） 
 
206) 設計変数-残留応力分布-製剤特性間の相関モデルの同定 

林 祥弘 1，三浦孝広 2，乙黒沙織 1，大貫義則 1，小幡誉子 1，髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤，2サイバネット） 
 
207) 角層細胞間脂質の分子動力学シミュレーション 

大羽達也 1，小幡誉子 1，大貫義則 1，髙山幸三 1 
（1星薬大・薬剤） 

 
日本薬剤学会第 29 年会 
2014 年 5 月 20 – 22 日，埼玉 
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208) アセトアミノフェンのゼリー製剤におけるゲル化製剤の特性 

岩崎友香 1，村田 勇 1，大貫義則 2，井上 裕 1，金本郁男 1 

（1城西大薬，2星薬大・薬剤） 
 
209) 皮膚角層細胞間脂質と l-メントールの相互作用解析 

小幡誉子 1，吉田真也 1，太田 昇 2，大貫義則 1，髙山幸三 1 
（1星薬大・薬剤，2SPring-8/JASRI） 

 
第 30 回日本 DDS 学会 
2014 年 7 月 30 – 31 日，東京 
210) 向精神薬の経皮吸収型製剤の開発における処方最適化と脳内活性物質測定髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤, 2星薬大・薬物治療） 
 
第 24 回日本医療薬学会 
2014 年 9 月 27 – 28 日，名古屋 
211) 向精神薬含有経皮吸収型製剤開発における最適処方の探索と薬理評価 

赤木千夏 1，小幡誉子 1，大貫義則 1，山本章午 2，池上めぐみ 2，池田弘子 2，亀井淳三 2，

高山幸三 1 
（1星薬大・薬剤, 2星薬大・薬物治療） 

 
3rd Internatonal Conference on Nutraceutical and Cosmetic Sciencies (3ICNaCS) 
2014 年 11 月 11 – 12 日, 新宿 
212) Development of transdermal delivery system of antidepressants 

Y. Obata1, C. Akagi1, Y. Onuki1, K. Takayama1 
  (1Dept. Pharm., Hoshi Pharm. Univ.) 

 
 
The 1st International Conference on Pharmaceutics and Pharmaceutical Sciences (ICPPS) 
2014 年 11 月 14 – 15 日, Surabaya, Indonesia 
213) Computer-aided design and optimization for pharmaceutical products 

K. Takayama1 
(1Dept. Pharm., Hoshi Pharm. Univ.) 

 
第 32 回 PF シンポジウム 
2015 年 3 月 17 – 18 日，筑波 
214) 抗うつ薬含有経皮吸収型製剤開発および製剤成分による吸収促進機構解明 

小幡誉子 1，赤木千夏 1，大貫義則 1，清水伸隆 2，高橋 浩 3，髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤，2KEK，3群馬大） 
 
日本薬学会第 135 年会 
2015 年 3 月 26 – 28 日，神戸 
215) 角層の微細構造解析と製剤成分適用による変化 

小幡誉子 1 
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（1星薬大・薬剤） 

 
216) 角層細胞間脂質の構造変化を利用した製剤成分の吸収促進機構の解明 

赤木千夏 1，小幡誉子 1，大貫義則 1，髙山幸三 1 
（1星薬大・薬剤） 
 

217) EGO 技術を用いた追加実験点の効率的探索：アセトアミノフェン錠での検討 
清水哲平 1，今西 祐 2，西口純也 2，綛田長生 2，西村順二 2，大貫義則 1，小幡誉子 1，髙

山幸三 1 

（1星薬大・薬剤，2アズビル） 
 
日本薬剤学会第 30 年会 
2015 年 5 月 21 – 23 日，長崎 
218) 薬物の皮膚透過性と処方成分配合量および皮膚表面構造変化の関連 

小幡誉子 1，赤木千夏 1，太田 昇 2，大貫義則 1，髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤，2 SPring-8/JASRI） 
 
第 40 回日本香粧品学会 
2015 年 6 月 18 – 19 日，東京 
219) 示差走査熱量測定による角層細胞間脂質モデルの微細構造変化評価系の開発 

大成宏樹 1，五十嵐啓二 1，奥山雅樹 1，赤木千夏 2，小幡誉子 2，髙山幸三 2 
(1コーセー研，2星薬大・薬剤) 

 
220) 製剤成分の皮膚刺激性と細胞間脂質の構造変化の関連 

小幡誉子 1，赤木千夏 1，太田 昇 2，大貫義則 1，髙山幸三 1 
(1星薬大・薬剤，2SPring-8/JASRI) 

 
第 31 回日本 DDS 学会 
2015 年 7 月 2 – 3 日，東京 
221) 向精神薬の経皮吸収型製剤の開発における処方最適化と脳内活性物質測定 

赤木千夏 1，小幡誉子 1，大貫義則 1，山本章午 2，池上めぐみ 2，池田弘子 2，亀井淳三 2，

髙山幸三 1 
(1星薬大・薬剤，2星薬大・薬物治療) 

 
Joint symposium and Summer school for Julius-Maximilians-Universität Würzburg and Hoshi 
University 
2015 年 7 月 29 日，東京 
222) Evaluation of emulsified state of emulsion-based pharmaceuticals using MRI 

C. Kida, Y. Onuki, Y. Obata, K. Takayama 
 
Gordon Research Conference -Barrier function of mammalian skin- 
2015 年 8 月 16 – 21 日, USA 
223) Elucidation of skin permeation of duloxetine transdermal formulation and promoting mechanism 
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of formulation components 
Y. Obata1, C. Akagi1, Y. Onuki1, K. Takayama1 
(1Dept. Pharm., Hoshi Pharm. Univ.) 

 
第 12 回 SPring-8 産業利用報告会 
2015 年 9 月 3 – 4 日，川崎 
224) 抗うつ薬の経皮吸収型製剤開発と製剤成分の作用機構解明 

小幡誉子 1，赤木千夏 1，髙山幸三 1 
(1星薬大・薬剤) 

 
日本油化学会第 54 年会 
2015 年 9 月 8 – 10 日，名古屋 
225) 皮膚角層細胞間脂質の構造解析と製剤開発への応用 

小幡誉子 1 
(1星薬大・薬剤) 

 
ISCA-Japan Hoshi University-RCSI Workshop 
2015 年 10 月 30 – 31 日，Tokyo 
226) Evaluation of skin permeation of antidepressants and promoting mechanism of formulation 

Yasuko Obata1, Chika Akagi1, Kozo Takayama1 
(1Dept. Pharm., Hoshi Pharm. Univ.)  

 
日本薬学会第 136 年会 
2016 年 3 月 26 – 29 日, 横浜 
227) 角層細胞間脂質ラメラ構造の熱特性に及ぼすネロリドールおよびレブリン酸の影響 

内海俊一 1, 小幡誉子 1, 太田 昇 2, 髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤, 2高輝度光科学研セ） 
 
第 41 回日本香粧品学会 
2016 年 6 月 9 – 10 日, 東京 
228) 示差走査熱量測定による角層細胞間脂質モデルの微細構造変化評価系の開発 

大成宏樹 1, 関谷匡俊 1, 奥山雅樹 1, 内海俊一 2, 小幡誉子 2, 髙山幸三 2  
(1コーセー研,2 星薬大・薬剤) 

 
229) 皮膚角層細胞間脂質のラメラ構造に及ぼすネロリドールとレブリン酸の影響  

小幡誉子 1, 内海俊一 1, 太田 昇 2, 髙山幸三 1 

 (1星薬大・薬剤, 2JASRI/SPring-8) 
 
第 32 回日本 DDS 学会学術集会 
2016 年 6 月 30 日– 7 月 1 日, 静岡 
230) リュープロレリン皮膚透過に及ぼす吸収促進剤の効果 

新井裕子 1, 小幡誉子 1, 内海俊一 1, 高山幸三 1 
(1星薬大・薬剤) 
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日本油化学会第 55 回年会 
2016 年 9 月 7 – 9 日, 奈良 
231) 経皮吸収促進効果を持つテルペン類と皮膚細胞間脂質の作用機構の検討 

太田 昇 1, 小幡誉子 2 

（1高輝度光科学研セ, 2星薬大・薬剤） 
 
日本薬学会第 137 年会 
2017 年 3 月 24 – 27 日, 仙台 
232) 天然型セラミドの組み合わせによる皮膚角層細胞間脂質モデルの調製と評価表  

表 萌々1, 小幡誉子 1, 太田 昇 2, 石田賢哉 3, 髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤, 2SPring-8/JASRI, 3高砂香料㈱） 
 

233) 有機酸含有徐放性 Eudragit キャストフィルムの物性評価 
吉川 彰 1，小幡誉子 1，髙山幸三 1 
(1星薬大・薬剤) 
 

234) ジェルポリマーを基剤とした新規テルビナフィン製剤の調製と評価 
新井裕子 1，小幡誉子 1，和田直久 2，島谷隆夫 2，髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤，2テイカ製薬） 
 

235) 錠剤における滑沢剤分散状態の定量的評価 
関根朋美 1，小幡誉子 1，村井崇章 2，髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤，2あいちシンクロトロン光セ） 
 

236) ゼリー製剤の処方設計を目的とした機械的強度と薬物放出挙動との因果関係の解明 
横川雅光 1，大貫義則 2，鮒谷千明 1，内海俊一 1，小幡誉子 1，髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤，2富山大薬） 
 

76th ANNUAL MEETING OF SOCIETY INVESTIGATIVE DERMATOLOGY（SID） 
2017 年 4 月 25 – 29 日, Oregon, USA 
237) The ratio of sphingosine to sphinganine in the stratum corneum determines lipid lamellar structure 

packing 
Y. Obata1, N. Ohta2, T. Moriwaki2, K. Ishida3, Y. Uchida4, K. Takayama1 

（1Dept. Pharm., Hoshi Univ., 2SPring-8/JASRI, 3Takasago International Corp., 4UCSF） 
 

8th PAN-PACIFIC SKIN BARRIER SYMPOSIUM（PAPSBRS） 
2017 年 4 月 29 日, Oregon, US 
238) The ratio of sphingosine to sphinganine in the stratum corneum determines lipid lamellar structure 

packing 
Y. Obata1 
（1Dept. Pharm., Hoshi Univ.） 
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日本薬剤学会第 32 年会 
2017 年 5 月 11 – 13 日, 大宮 
239) 適切な薬物溶出挙動と機械的強度を兼ね備えたゼリー製剤の処方設計 

横川雅光 1，大貫義則 2，池田純子 3，小幡誉子 1，髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤，2富山大薬，3日本ルフト） 
 

240) 割線錠の分割均一性予測を目的とした新規アルゴリズムの構築 
佐藤 翼 1，小幡誉子 1，髙山幸三 1 
（1星薬大・薬剤） 
 

241) 角層細胞間脂質のラメラ構造ならびに充填構造に及ぼすアルコール類の影響 
新井裕子 1，小幡誉子 1，表 萌々1，太田 昇 2，髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤，2SPring-8/JASRI） 
 

242) 角層細胞間脂質の熱挙動解明を目指した脂質モデルの開発 
表 萌々1，小幡誉子 1，新井裕子 1，太田 昇 2，石田賢哉 3，髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤，2SPring-8/JASRI，3高砂香料工業） 
 
第 42 回日本香粧品学会 
2017 年 6 月 9 – 10 日, 東京 
243) 光学活性セラミドによる皮膚角層細胞間脂質モデルの調製と評価 

小幡誉子 1，表 萌々1，新井裕子 1，太田 昇 2，石田賢哉 3，髙山幸三 1 

（1星薬大・薬剤，2SPring-8/JASRI，3高砂香料工業） 
 

第 33 回日本 DDS 学会学術集会 
2017 年 7 月 6 – 7 日, 京都 
244) ガランタミン含有経皮吸収型製剤の処方最適化 

新井裕子，小幡誉子，高山幸三 
（1星薬大・薬剤, 2城西大薬） 
 

The 15th meeting of the Gordon Research Conference on "Barrier Function The Mammalian 
Skin" 
2017 年 8 月 13 – 18 日, New Hampshire, US 
245) Effect of ethanol and isopropanol on the lipid lamellar structure in stratum corneum analyzed by 

synchrotron X-ray diffraction 
Y. Obata1, Y. Arai1, M. Omote1, N. Ohta2 

（1Dept. Pharm., Hoshi Univ., 2SPring-8/JASRI） 
 

第 56 回日本油化学会年会 
2017 年 9 月 11 – 13 日, 東京 
246) 熱挙動に着目した皮膚角層細胞間脂質モデルの調製と評価 

小幡誉子 1，表 萌々1，新井裕子 1，太田 昇 2，石田賢哉 3 

（1星薬大・薬剤，2SPring-8/JASRI，3高砂香料工業） 
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平成 29 年度第 2 回「メディショナルナノテク研究会」 
2017 年 9 月 14 日, 東京 
247) 皮膚角層細胞間脂質ラメラ構造と製剤成分の相互作用解析 

小幡誉子 1 
(1星薬大・薬剤) 
 

ANSYS DAY 2017 
2017 年 10 月 5 – 6 日, 東京 
248) 割線錠分割特性の予測を目的とした FEM の応用 

佐藤 翼 1，髙山幸三 2，小幡誉子 1 

（1星薬大・薬剤，2城西大薬） 
 

Joint symposium for Zhejiang University of Technology and Hoshi University 
2017 年 10 月 13 日, 東京 
249) Nanostructure of Lipid Lamellar in Stratum Corneum 

Y. Obata１ 
（1Dept. Pharm., Hoshi Univ.） 
 

表面科学会関東支部 2017 年度市民講座 
2017 年 10 月 22 日, つくば 
250) 人間の表面科学 ―医薬品・化粧品開発に応用しよう！― 

小幡誉子１ 
（1星薬大・薬剤） 
 

第 34 回製剤と粒子設計シンポジウム 
2017 年 10 月 26 – 27 日, 小倉 
251) カラテ錠分割特性の理論的解析佐藤 翼 1，小幡誉子 1，髙山幸三 2，前田吉晴 3，平岩伸司

3，大前輝芳 3（1星薬大・薬剤，2城西大薬，3畑鐵工所） 
 

第 64 回界面科学部会秋季セミナー 
2017 年 11 月 6 – 7 日, 逗子 
252) 細胞間脂質モデルの構造解析 

小幡誉子１ 
（1星薬大・薬剤） 
 

日本研究皮膚科学会第 42 回年次学術大会・総会 
2017 年 12 月 15 – 17 日, 高知 
253) 熱挙動に着目した皮膚角層細胞間脂質モデルの調製と評価 

小幡誉子 1，表 萌々1，新井裕子 1，太田 昇 2，石田賢哉 3 

（1星薬大・薬剤，2SPring-8/JASRI，3高砂香料工業） 
 

9th Pan Asia Pacific Skin Barrier Research Symposium 
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March 21 – 24, Singapore 
254) Importance of eutectic behaviour of ceramides in intercellular lipid model of stratum corneum 

Yasuko Obata 1, Momo Omote 1, Yuko Arai 1, Noboru Ohta 2 and Kenya Ishida 3 

(1 Dept. Pharm., Hoshi Univ., 2 SPring-8/JASRI, 3 Takasago International Corp.) 
 

日本薬学会第 138 年会 
2018 年 3 月 25 – 28 日、金沢 
255) 細胞間脂質充填構造に及ぼすセラミド化学構造の影響 

表 萌々1, 新井裕子 1, 太田 昇 2, 石田賢哉 3, 小幡誉子 1 

（1星薬大・薬剤, 2SPring-8/JASRI, 3高砂香料工業） 
 
256) 刻印錠における応力集中分布の解析 

森田直杜 1, 佐藤 翼 1, 前田吉晴 2, 大前輝芳 2, 髙山幸三 3, 小幡 誉子 1 

(1星薬大・薬剤, 2畑鐵工所, 3城西大薬） 
 
257) O/W エマルションのクリーミング挙動評価における時間圧力換算則 (TSSP) の適用 

辻 貴大 1, 望月晃司 2, 林 祥弘 1, 小幡誉子 2, 髙山幸三 3, 大貫義則 1 

（1富山大院薬, 2星薬大・薬剤, 3城西大薬） 
 

258) MRI を用いた褥瘡治療用外用剤の新たな評価法 
月江瑛莉子 1, 笹津備尚 1, 中ノ瀬千尋 1, 大貫義則 2, 横川雅光 1, 関根祐介 3, 板橋武史 1, 渡
辺 聡 1, 宮下正弘 1, 小幡誉子 1, 輪千浩史 1 

（1星薬大・薬剤, 2富山大, 3東京医科大病院） 
 

International investigative dermatology 2018 
May 16 – 18, Florida, US 
259) Syntheses and Physicochemical Investigations of Optically Active Ceramide NDS 

K.Ishida1, N.Nakazawa1, N.Hirano1, Y.Uchida2, M.Omote3, Y.Obata3 

（1Takasago International Corporation, 2UCSF, 3Dept. Pharm., Hoshi Univ.） 
 
260) Role of eutectic mixture of ceramides for reconstruction of SC intercellular lipid model 

Y. Obata, M. Omote, Y. Arai, N. Ohta, K. Ishida 
（1Dept. Pharm., Hoshi Univ., 2 SPring-8/JASRI, 3 Takasago International Corp.) 
 

日本薬剤学会第 33 年会 
2018 年 5 月 30 日– 6 月 1 日、静岡 
261) 応答曲面法によるガランタミン皮膚透過性の予測 

新井裕子 1, 表 萌々1, 大貫義則 2, 髙山幸三 3, 小幡誉子 1 
（1星薬大・薬剤、2富山大院薬、3城西大薬） 

 
262) 錠剤残留応力のスパースモデリングによる特性予測 

髙山幸三 1, 佐藤香月 1, 佐藤 翼 2, 藤堂浩明 1, 小幡誉子 2, 杉林堅次 1 
（1城西大学薬、2星薬大・薬剤） 
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263) 時間圧力換算則（TSSP）を応用したエマルション製剤の長期保存安定性評価 

辻 貴大 1, 望月晃司 2, 林 祥弘 1, 小幡誉子 2, 髙山幸三 3, 大貫義則 1 

（1富山大院薬, 2星薬大・薬剤, 3城西大薬） 
 

第 43 回日本香粧品学会 
2018 年 6 月 29 – 30 日、東京 
264) 細胞間脂質ラメラ構造形成におけるスフィンゴ脂質相互作用の検証 

表 萌々１, 新井裕子１, 太田 昇２, 石田賢哉 3, 小幡誉子１ 

（１星薬大・薬剤, ２SPring-8/JASRI, 3高砂香料工業株式会社） 
 
第 34 回日本 DDS 学会学術集会 
2018 年 6 月 21 – 22 日、長崎 
265) 薬物の皮膚透過に及ぼす新規イオン液体の効果 

新井裕子１, 表 萌々１, 小幡誉子１ 
（１星薬大・薬剤） 

 
Annual meeting of controlled release society 
July 22 – 24, 2018, New York, NY, USA 
266) Skin permeation of duloxetine and promoting mechanism of formulation components 

Y. Obata1, C. Akagi1, Y. Onuki2, N. Ohta3, K. Takayama4 
(1Dept. Pharm., Hoshi Univ., 2University of Toyama, 3SPring-8/JASRI, 4Josai University) 
 

16th International drug discovery science and technology 
August 16 – 18, Boston, USA 
267) Elucidation of nanostructure of lipid lamellar in stratum corneum 

Y.Obata１ 
（１星薬大・薬剤） 
 

日本油化学会第 57 年会 
2018 年 9 月 4 – 5 日、神戸 
268) 皮膚角層細胞間脂質ラメラ構造に及ぼすアルコール類の影響 

小幡誉子 1, 新井裕子 1, 表 萌々1, 太田 昇 2 

（1星薬大・薬剤, 2SPring-8/JASRI） 
 

第 69 回コロイドおよび界面化学討論会 
2018 年 9 月 18 – 20 日、つくば 
269) 皮膚のバリア機能に関与する角層細胞間脂質モデルのラメラ構造に及ぼすスフィンゴイ

ド塩・薬剤基化学構造の影響 
小幡誉子 1, 表 萌々1, 新井裕子 1, 太田 昇 2 

(1星薬大・薬剤, 2 SPring-8/JASRI) 
 

2018 Annual meeting of Korean skin barrier reseach symposium 
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October 12, Seoul, Korea 
270) Effect of components in transdermal/cosmetic formulation on lipid lamellar in stratum corneum 

Y.Obata1 
(1Dept. Pharm., Hoshi Univ.) 
 

第 28 回日本医療薬学会年会 
2018 年 11 月 23 – 25 日、神戸 
271) リュープロレリン経皮吸収型製剤の開発 

小幡誉子 1, 新井裕子 1, 表 萌々1 
(1星薬大・薬剤) 
 

日本薬学会第 134 年会 
2014 年 3 月 29 日, 熊本 
272) 神経障害性疼痛下における薬物トランスポーターの発現とモルヒネの鎮痛効果の変動 

落合 和 1, 杉山 清 1 
(1星薬大・薬動) 

 
日本薬学会第 137 年会 
2017 年 3 月 24 – 27 日, 仙台 
273) 妊娠中の cannabidiol 接種による胎児への薬物移行性とその動態学的解析 

北岡 諭 1, 鳩貝 壌 1, 安川 知花 1, 吉田 浩之 1, 山口 直人 1, 五十嵐信智 1, 杉山 清
1, 落合 和 1 
(1星薬大・薬動) 

 
274) 薬物代謝酵素 cytochrome P 450（CYP）3A 分子種のミダゾラムに対する代謝活性の解析 

落合 和 1, 北岡 諭 1, 鳩貝 壌 1, 飯塚美沙 1, 大庭このみ 1, 新倉七菜子 1, 平田美帆 1, 五
十嵐信智 1, 杉山 清 
(1星薬大・薬動) 
 

日本薬剤学会第 32 年会 

2017 年 5 月 11 – 13 日, 大宮 
275) 妊娠中のドキソルビシン投与に対する胎仔の薬物動態学的解析 

北岡 諭 1, 鳩貝 壌 1, 杉山 清 1, 落合 和 1 
(1星薬大・薬動) 

 
日本臨床カンナビノイド学会 
2017 年 5 月 27 日,東京 
276) Cannabidiol の母体から胎児への移行性および蓄積性に関する研究北岡 諭 1, 鳩貝 壌 1, 

杉山 清 1, 落合 和 1(1星薬大・薬動) 
 

日本薬剤学会第 33 年会 
2018 年 5 月 30 – 6 月 1 日, さいたま 
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277) 妊娠マウスにおける cannabidiol の薬物動態学的解析 

鳩貝 壌 1、北岡 諭 1、落合 和 1 

(1星薬大・薬動) 
 

278) 妊娠マウスにおける midazolam の薬物動態学的解析 
北岡  諭 1、鳩貝  壌 1、落合  和 1 

(1星薬大・薬動) 
 

第 45 回日本毒性学会学術年会 
2018 年 7 月 18 – 20 日, 大阪 
279) 妊娠中に midazolam を摂取した際の母体-胎児間の脳内濃度と薬物動態の相関性に関する

研究 
北岡  諭 1、鳩貝  壌 1、落合  和 1 

(1星薬大・薬動) 
 

280) 肝発生過程における cytochrome P450 3A の発現プロファイルおよびその zonation 形成

に関する研究 
鳩貝  壌 1、北岡  諭 1、落合  和 1 

(1星薬大・薬動) 
 

281) Cannabidiol の母体から胎児への移行性とその蓄積性に関する薬物動態学的解析 
落合  和 1、鳩貝  壌 1、北岡  諭 1 

(1星薬大・薬動) 
 

第 62 回日本薬学会関東支部会 
2018 年 9 月 15 日, 東京 
282) 妊娠中期の doxorubicin の使用が胎児の神経発生に及ぼす影響 

鳩貝 壌 1、北岡 諭 1、落合 和 1 

(1星薬大・薬動) 
 

283) 妊娠中期に diazepam を使用するとその代謝物 oxazepam が胎児に高い移行性を示す 
小山裕也 1、北岡 諭 1、落合 和 1 

(1星薬大・薬動) 
 
284) 妊娠中期に midazolam を使用した際の胎児の脳への移行性に関する研究 

田口葉月 1、北岡 諭 1、落合 和 1 

(1星薬大・薬動) 
 

285) Cannabidiol の母体から胎児への移行性とその蓄積性に関する薬物動態学的解析 
原田翔平 1、鳩貝 壌 1、北岡 諭 1、落合 和 1 

(1星薬大・薬動) 
 

第 33 回日本薬物動態学会／第 22 回 MDO シンポジウム合同国際学会 
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2018 年 10 月 1 – 5 日, 金沢 
286) The study on the safety of fetuses whose mother was treated with midazolam in the second 

pregnancy trimester 
J. Hatogai1, S. Kitaoka1, S. Harada1 and W. Ochiai1 

(1星薬大・薬動) 
 

287) Pharmacokinetics analysis of diazepam on fetuses whose mother was treated with diazepam 
S. Kitaoka1, J. Hatogai1, S. Harada1 and W. Ochiai1 

(1星薬大・薬動) 
 

日本薬学会第 139 年会 
2019 年 3 月 20 – 23 日, 千葉 
288) 妊娠中に cannabidiol を投与した際の胎児に対する安全性に関する研究 

原田翔平 1, 北岡 諭 1, 有海正州 1, 石原遥香 1, 高野聖也 1, 寺門 泉 1, 永井友視 1, 西岡真由
1, 落合 和 1 

(1星薬大・薬動) 
 
289) 妊娠中にジアゼパムを使用した際の胎児における薬 物動態学的解析 

北岡 諭 1, 根岸圭太, 1 鳩貝 壌 1, 原田翔平 1, 貝沼怜百 1, 柏田 真友美 1, 落合 和 1 

(1星薬大・薬動) 
 
②がんによる免疫低下/悪液質発現の機序解析と症状緩和の探索 
第 15 回 Pharmaco-Hematology シンポジウム 
2014 年 5 月 23 – 24 日, 名古屋 
290) 黒穂菌菌糸体の免疫応答調節作用の解析 

築地 信 1, 雨宮美穂 1, 小倉若菜 1, 矢島義正 1, 河合琴美 1, 安藤祐介 1, 奥 輝明 1, 長坂淳子
1, 辻 勉 1 

(1星薬大・微生物) 
 

日本薬学会第 135 回年会 
2015 年 3 月 25 – 28 日, 神戸 
291) 黒穂菌菌糸体の免疫応答調整作用の解析 

矢島義正 1, 築地 信 1, 雨宮美穂 1, 小倉若菜 1, 河合琴美 1, 安藤祐介 1, 奥 輝明 1, 長坂淳子
1, 辻 勉 1 

(1星薬大・微生物) 
 

第 34 回日本糖質学会年会 
2015 年 7 月 31 日, 東京 
292) 肺炎球菌莢膜糖鎖により誘導される抗体の解析と抗体遺伝子レパトローム解析の可能性 

築地 信 1 

(1星薬大・微生物)  
 

糖鎖免疫研究会 Glyco-Immunology 2015 
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2015 年 8 月 19 – 20 日, 東京 
293) 肺炎球菌莢膜糖鎖により誘導される抗体の解析と抗体遺伝子レパトローム解析の可能性 

築地 信 1 

(1星薬大・微生物)  
 

第 58 回 米国血液学会 
2016 年 12 月 3 – 6 日, San Diego 
294) Clonal immunoglobulin lambda light chain gene rearrengements detected by next generation 

sequencing in POEMS syndrome 
C. Kawajiri-Manako2, N. Mimura2, M. Fukuyo2, H. Namba-Fukuyo2, B. Rahmutulla2, Y. Nagao2, 
E. Togasaki2, R. Shimizu2, N. Hasegawa2, S. Sakai2, Y. Takeda2, C. Ohwada2, M. Takeuchi2, E. 
Sakaida2, T. Iseki2, S. Misawa2, K. Yokote2, M. Tsuiji1, S. Kuwabara2, A. Kaneda2, C. Nakaseko2 

(1Dept. Microbiol., Hoshi Univ., 2Chiba University) 
 

糖鎖免疫研究会 Glyco-Immunology 2017 
2017 年 1 月 25 – 26 日, 東京 
295) 肺炎球菌莢膜糖鎖に対する抗体の誘導 

築地 信 1 

(1星薬大・微生物) 
 

日本薬学会第 137 年会 
2017 年 3 月 24 – 27 日, 仙台 
296) リノール酸酸化物 13-HODE および 13-HPODE が免疫応答に与える影響 

小鷹 篤 1, 小島泰貴 1, 矢島義正 1, 西海敬太 1, 安原 義 2, 供田 洋 2, 築地 信 1,辻 勉 1 

(1星薬大・微生物, 2北里大) 
 
297) 黒穂菌菌糸体由来の抽出画分が免疫応答に与える影響 

小島泰貴 1, 矢島義正 1, 西海敬太 1, 長坂淳子 1, 築地 信 1, 辻 勉 1 

(1星薬大・微生物) 
 

第 18 回 Pharmaco-Hematology シンポジウム 
2017 年 6 月 25 日，大阪 
298) 末梢血 B 細胞の抗体遺伝子レパトア解析から見る免疫応答 

築地 信 1，辻 勉 1 

(1星薬大・微生物) 
 
第 46 回日本免疫学会学術集会 
2017 年 12 月 12 – 14 日，仙台 
299) Effects of linoleic acid oxide 13-HODE and 13-HPODE on immune responses 

M. Tsuiji1, A. Kodaka1, T. Tsuji1  
(1Dept. Microbiol., Hoshi Univ.)  
 

糖鎖免疫 Glyco-Immunology 2018 
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2018 年 2 月 19 – 20 日, 東京 
300) 肺炎球菌莢膜糖鎖に対する抗体産生における CD83 欠損の影響 

築地 信 1 

(1星薬大・微生物) 
 

日本薬学会第 138 年会 
2018 年 3 月 25 – 28 日, 金沢 
301) 9-(E,Z)-HODE によるマウスリンパ腫細胞の G2/M 期停止を伴うアポトーシスの誘導 

小鷹 篤 1,3, Rawaa Jaffar ALSAYEGH1,4, 西海敬太 1, 片桐啓暁 2, 奥 輝明 1, 高橋勝彦 2, 東 
伸昭 2, 安原 義 5, 供田 洋 5, 築地 信 1,辻 勉 1 

(1星薬大・微生物, 2星薬大・生化学, 3望星薬局, 4RCSI, 5北里大) 
 
302) マスト細胞顆粒内ヘパリンの切断酵素ヘパラナーゼの細胞内輸送 

鈴木沙奈 1, 須藤勧耀 1, 西村吉雄 2, 安達勇光 2, 川田学 2, 奥 輝明 3, 築地 信 3, 辻 勉 3, 中
島元夫 4, 入村達郎 5, 高橋勝彦 1, 東 伸昭 1 
(1星薬大・生化学, 2微生物化学研究所, 3星薬大・微生物, 4SBI ファーマ, 5順天堂大医) 
 

The 6th JCA-AACR Special Joint Conference 
2018 年 7 月 10 – 12 日, 京都 
303) Antibody gene repertoirome analysis of peripheral blood B cells for quantitative evaluation of 

cancer-associated immune response 
M. Tsuiji, S. Okabe, H. Shibusawa, T. Yamaguchi, Y. Hayakawa, T. Tsuji 
M. Tsuiji1, S. Okabe1, H. Shibusawa1, T. Yamaguchi1, Y. Hayakawa1, T. Tsuji1 
(1Dept. Microbiol., Hoshi Univ.)  
 

第 19 回 Pharmaco-Hematology シンポジウム 
2018 年 8 月 10 – 11 日, 早稲田 
304) 担がんマウスにおける末梢血 B 細胞の抗体遺伝子レパトローム解析 

築地 信 1, 岡部早希子 1, 澁澤晴美 1, 山口大樹 1, 早川侑希 1, 辻 勉 1 

(1星薬大・微生物) 
 

第 77 回 日本癌学会学術総会 
2018 年 9 月 27 – 29 日, 大阪 
305) Induction of apoptosis accompanied by G2/M phase arrest in mouse lymphoma cells by 

9-(E,Z)-hydroxyoctadecadienoic acid 
M.Tsuiji1, T. Tsuji1 
(1Dept. Microbiol., Hoshi University) 

 
第 47 回日本免疫学学術集会 
2018 年 12 月 10 – 12 日, 福岡 
306) Variable gene repertoirome analysis of peripheral blood BCRs and CD4+ TCRs (a/b) for 

qualitative evaluation of cancer-associated immune response 
M. Tsuiji1, S. Okabe1, H. Shibusawa1, T. Yamaguchi1, Y. Hayakawa1, T. Tsuji1 



（様式 2） 
 

法人番号 131086 
プロジェクト番号 S1411019 

 
(1Dept. Microbiol., Hoshi University) 
 

第 5 回糖鎖免疫研究会 Glyco-Immunology 2019 
2019 年 2 月 18 – 19 日, 東京 
307) 糖鎖認識抗体によるエピトープ認識の分子 

築地 信 1, 山口芳樹 2, 川嵜敏祐 3 
(1星薬大・微生物, 2理化学研究所, 3立命館大) 

 
日本薬学会第 139 年会 
2019 年 3 月 20 – 23 日, 千葉 
308) リノール酸酸化生成物 9-(E,Z)-HODE の細胞増殖抑制効果について 

小鷹 篤 1, 早川侑希 1, 安原 義 2, 供田 洋 2, 旦 慎吾 3, 築地 信 1,辻 勉 1 

(1星薬大・微生物, 2北里大薬, 3がん研) 
 
第 77 回日本癌学会学術総会 
2018 年 9 月 27 – 29 日, 大阪 
309) サバイビン阻害薬は小胞体ストレスを誘導し、骨肉腫に対し in vitro，in vivo で抗腫瘍効

果を示す 
木村聖美 1，杉原英志 2，信末博行 2，山口さやか 2，武藤章弘 1，佐谷秀行 2，清水孝恒 1 

(1星薬大・病態生理，2慶大医・先端研) 
 

第 50 回日本臨床分子形態学会総会・学術集会 
2018 年 9 月 7 – 8 日, 東京 
310) 骨肉腫のインスリンシグナルによる形態変化と治療抵抗性獲得 

清水孝恒 1，武藤章弘 1，佐谷秀行 2 

(1星薬大・病態生理，2慶大医・先端研) 
 

第 76 回日本癌学会学術総会 
2017 年 9 月 28 – 30 日, 横浜 
311) カルシトリオールは小胞体ストレス反応を誘導することにより骨肉腫に抗腫瘍効果を示

す 
清水孝恒 1，山口さやか 2，武藤章弘 1，佐谷秀行 2 

(1星薬大・病態生理，2慶大医・先端研) 
 

日本薬学会東海支部特別講演会 
2017 年 1 月 31 日, 名古屋 
312) マウス骨肉腫幹細胞と疾患克服への挑戦 

清水孝恒 1 

(1星薬大・病態生理) 
 

第 75 回日本癌学会学術総会 
2016 年 10 月 6 – 8 日, 横浜 
313) スタチン系薬剤はメバロン酸合成経路を阻害し，AMPK，p38MAPK の活性化を介して骨



（様式 2） 
 

法人番号 131086 
プロジェクト番号 S1411019 

 
肉腫に抗腫瘍効果を発揮する 
カメルワリード 1，杉原英志 2，山口さやか 2，信末博行 2，大西伸幸 2，武藤章弘 1，佐谷

秀行 2，清水孝恒 1 

(1星薬大・病態生理，2慶大医・先端研) 
 

American Association for Cancer Research Annual Meeting 2016 
2016 年 4 月 16 – 20 日, New Orleans 
314) Statins induce apoptosisS in osteosarcoma cells by activation of Ampk and p38 via suppression of 

mevalonate pathway  
AW. Kamel1, E. Sugihara2, S. Yamaguchi2, H. Nobusue2, K. Maki1, A. Muto1, H. Saya2, T. 
Shimizu1 

(1Dept. Pathophysiol., Hoshi Pharm. Univ.，2IAMR., Keio Univ.) 
 

第 89 回日本薬理学会年会 
2016 年 3 月 9 – 11 日, 横浜 
315) Novel therapeutic approach with statins for lethal osteosarcoma 

槙 健太 1, 清水孝恒 1, 福地由美 1, 武藤章弘 1 

(1星薬大・病態生理) 
 

第 74 回日本癌学会学術総会 
2015 年 10 月 8 – 10 日, 名古屋 
316) イマチニブとアドリアマイシンの併用は、PDGFR を発現する骨肉腫に対し、相乗的な抗

腫瘍効果を呈する 
山口さやか 2, 杉原英志 2, 大西伸幸 2, 菊田一貴 2, 堀内圭輔 2, 森岡秀夫 2, 佐谷秀行 2, 清水

孝恒 1 

(1星薬大・病態生理，2慶大医) 
 

第 73 回日本癌学会学術総会 
2014 年 9 月 25 – 27 日, 横浜 
317) マウス骨肉腫幹細胞の同定と克服への挑戦 

清水孝恒 1, 武藤章弘 1, 佐谷秀行 2 

(1星薬大・病態生理，2慶大医・先端研) 
 
③ 抗がん剤による副作用の発現機序解明と副作用の軽減法の開発 

第 130 回日本薬理学会関東部会  
2014 年 7 月 5 日, 東京 
318) 結腸器官培養を用いた 5-fluorouracil 誘発 CXCL1 発現増加 

酒井寛泰 1, 相良篤信 2, 佐藤 健 1, 甲斐友規 1, 小口 綾 2, 石川裕子 2, 松本健次郎 3, 唐沢

武司 2, 政所和孝 2, 加藤伸一 2, 成田 年 2 

(1星薬大・疾患病態解析, 2星薬大・薬理, 3京薬大・薬物治療学分野) 
 

第 8 回緩和医療薬学会年会  
2014 年 10 月 3 – 5 日, 愛媛 
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319) 5-FU 誘発下痢発症時の CXCL1 発現亢進メカニズムにおける NF-κB の関与 〜5-FU 

誘発下痢におけるクルクミンの効果〜相良篤信 1, 小口 綾 1, 石川裕子 1, 松本健次郎 2, 唐
沢武司 1, 政所和孝 1, 甲斐友規 1, 佐藤 健 1, 成田 年 1, 酒井寛泰 1(1星薬大・疾患病態解

析, 2京薬大・薬物治療学分野) 
 

320) 抗がん剤による消化管障害～5-fluorouracil 投与時の下痢発症における好中球の関与～ 
酒井寛泰 1 

(1星薬大・疾患病態解析) 
 
日本薬学会第 135 年会  
2015 年 3 月 25 – 28 日, 神戸 
321) シスプラチン誘発筋萎縮時におけるユビキチン-プロテアソーム系関連遺伝子の発現上昇 

甲斐友規 1, 石川裕子 2, 小口 綾 2, 佐藤 健 1, 成田 年 2, 酒井寛泰 1 

(1星薬大・疾患病態解析, 2星薬大・薬理学) 
 

322) 5-FU 誘発下痢発症時の結腸における網羅的遺伝子発現変動とクルクミンの効果 
小口 綾 1, 甲斐友規 2, 佐藤 健 2, 松本健次郎 3, 相良篤信 2, 加藤伸一 3,成田 年 1,酒井寛

泰 2, 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・疾患病態解析, 3京薬大・薬物治療学分野) 
 

第 9 回日本緩和医療薬学会年会  
2015 年 10 月 2 – 4 日, 横浜 
323) シスプラチンによる筋萎縮時におけるユビキチン-プロテアソーム系関連遺伝子の発現上

昇とボルテゾミブの効果 
甲斐友規 1, 石川裕子 2, 佐藤 健 1, 田端祥子 1, 齊藤太紀 1, 八重樫 雅 1, 里 史明 1, 湯本

哲郎 1, 成田 年 2 酒井寛泰 1 

(1星薬大・疾患病態解析学, 2星薬大・薬理) 
 
324) 5-FU 誘発下痢発症におけるクルクミンの抑制効果と網羅的遺伝子発現変動 

木村三奈美 1, 小口 綾 2,甲斐友規 1, 田端祥子 1, 佐藤 健 1, 里 史明 1, 湯本哲郎 1, 松本

健次郎 1, 加藤伸一 1, 成田 年 2, 酒井寛泰 1 

(1星薬大・疾患病態解析, 2星薬大・薬理, 3京薬大・薬物治療学分野) 
 
325) 生存期間延長を目指す Supportive Oncology 〜新たなバイオマーカーとしての骨格筋の重

要性〜 シスプラチンによる骨格筋萎縮メカニズム 
酒井寛泰 1 

(1星薬大・疾患病態解析) 
 

日本薬学会第 136 年会 
2016 年 3 月 25 – 28 日, 横浜 
326) デキサメタゾンはシスプラチン誘発筋萎縮作用を増強する 

木村三奈美 1, 甲斐友規 1, 田端祥子 1, 政所和孝 2, 齊藤太紀 1, 里 史明 1, 湯本哲郎 1, 千葉

義彦 2,酒井寛泰 1 



（様式 2） 
 

法人番号 131086 
プロジェクト番号 S1411019 

 
(1星薬大・疾患病態解析, 2星科大・生理分子) 
 

327) 5-fluorourascil 誘発 CXCL1 発現増加に対する半夏瀉心湯の効果 
八重樫雅 1, 木村三奈美 1, 甲斐友規 1, 田端祥子 1, 齊藤太紀 1, 里 史明 1, 湯本哲郎 1, 宮野

加奈子 2, 上園保仁 2,3,4, 酒井寛泰 1 

(1星薬大・疾患病態解析, 2国立がんセ・がん患者病態生理, 3国立がんセ・先端医療開発セ・

支持療法開発, 4国立がんセ・支持療法開発セ) 
 

第 10 回日本緩和医療薬学会年会  
2016 年 6 月 4 – 5 日, 浜松 
328) シスプラチン誘発筋萎縮作用におけるエイコサペンタエン酸の効果 

酒井寛泰 1, 矢部早織 1, 甲斐友規 1, 伊佐洋佑 1, 木村三奈美 1, 田端祥子 1, 鶴野結花理 1, 丸
山明秀 1, 里 史明 1, 湯本哲郎 1, 吉澤一巳 2, 山田岳史 3, 
(1星薬大・疾患病態解析, 2東京理科大・疾患薬理学教室, 3日医大・消化器外科) 
 

329) シスプラチン誘発筋萎縮作用におけるデキサメタゾンの効果 
甲斐友規 1, 伊佐洋佑 1, 矢部早織 1, 木村三奈美 1, 田端祥子 1, 鶴野結花理 1, 丸山明秀 1, 里 

史明 1, 湯本哲郎 1, 酒井寛泰 1 

(1星薬大・疾患病態解析) 
 

第 32 回日本静脈経腸栄養学術集会  
2017 年 2 月 23 – 24 日, 岡山 
330) シスプラチン誘発ユビキチン-プロテアソーム系を介する筋萎縮亢進機序 

酒井寛泰 1, 甲斐友規 1, 里 史明 1, 湯本哲郎 1, 山田岳史 2 

(1星薬大・疾患病態解析, 2日医大・消化器外科) 
 

第 137 回日本薬学会年会  
2017 年 3 月 24 – 27 日, 仙台 
331) デキサメタゾンによるシスプラチン誘発筋萎縮の増強作用 

木村三奈美 1, 田端祥子 1, 矢部早織 1, 伊佐洋佑 1, 丸山明秀 1, 鶴野結花理 1, 甲斐友規 1, 里 

史明 1, 湯本哲郎 1, 千葉義彦 2, 酒井寛泰 1 

(1星薬大・疾患病態解析学, 2星薬大・生理分子) 
 

332) マウス結腸における 5-fluorouracil 誘発 CXCL1 発現増加を抑制する半夏瀉心湯の成分 
田端祥子 1, 木村三奈美 1, 伊佐洋佑 1, 甲斐友規 1, 里 史明 1, 湯本哲郎 1, 宮野加奈子 2,上
園保仁 2,3,4, 酒井寛泰 1 

(1星薬大・疾患病態解析, 2国立がんセ・がん患者病態生理, 3国立がんセ・先端医療開発セ・

支持療法開発, 4国立がんセ・支持療法開発セ) 
 

333) シスプラチン誘発筋萎縮作用における運動負荷の効果 
伊佐洋佑 1, 丸山明秀 1, 鶴野結花理 1, 矢部早織 1, 田端祥子 1, 木村三奈美 1, 甲斐友規 1, 里 

史明 1, 湯本哲郎 1, 千葉義彦 2, 酒井寛泰 2 

(1星薬大・疾患病態解析, 2星薬大・生理分子) 
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334) 各種抗がん薬における MuRF1 および Atrogin-1 発現変化 
丸山明秀 1, 鶴野結花理 1, 木村三奈美 1, 矢部早織 1, 伊佐洋佑 1, 田端祥子 1, 甲斐友規 1, 里 

史明 1, 湯本哲郎 1, 千葉義彦 1, 酒井寛泰 1 

(1星薬大・疾患病態解析, 2星薬大・生理分子) 
 

335) シスプラチン誘発筋萎縮作用におけるエイコサペンタエン酸の抑制効果 
矢部早織 1, 伊佐洋佑 1, 丸山明秀 1, 鶴野結花理 1, 田端祥子 1, 木村三奈美 1, 甲斐友規 1, 里 

史明 1, 湯本哲郎 1, 山田岳史 2, 酒井寛泰 1 

(1星薬大・疾患病態解析, 2日医大・消化器外科) 
 

第 11 回日本緩和医療薬学会年会 
2017 年 6 月 2 – 4 日, 札幌 
336) デキサメタゾンによるシスプラチン誘発筋萎縮作用の増強 

甲斐友規 1, 木村三奈美 1, 矢部早織 1, 伊佐洋佑 1, 里 史明 1, 湯本哲郎 1, 成田 年 2, 酒井

寛泰 1 

（1星薬大・疾患病態解析学, 2星薬大・薬理） 
 

337) シスプラチン誘発筋萎縮作用に対͢する運動負荷の効果 
酒井寛泰 1, 伊佐洋佑 1, 矢部早織 1, 木村三奈美 1, 田端祥子 1, 、甲斐友規 1, 里 史明 1, 湯
本哲郎 1, 成田 年 2 

（1星薬大・疾患病態解析学, 2星薬大・薬理） 
 
第 59 回日本平滑筋学会総会 
2017 年 8 月 23 – 25 日, 福岡 
338) 抗原誘発気道過敏性時における Rac1 の発現増加 

甲斐友規 1, 茂木桃子 1, 山根大和 2, 須藤 航 2, 里 史明 1, 湯本哲郎 1, 池辺光男 3,千葉義彦
2, 酒井寛泰 1 

(1星薬大・疾患病態解析, 2星薬大・生理分子, 3Univ. of Texas) 
 

339) 抗原誘発喘息マウスの気管支平滑筋過敏性発現における prostaglandin D2 の関与 
須藤 航 1, 佐藤 翼 1, 片山 浩 2, 花崎元彦 3, 酒井寛泰 4, 千葉義彦 1 

(1星薬大・生理分子, 2川崎医大・麻酔集中治療, 3国際医療福祉大・麻酔集中治療医学, 4星

薬大・疾患病態解析) 
 

340) マウス気管支平滑筋組織における low pH による PGE2 産生を介する収縮抑制反応 
山根大和 1, 須藤 航 1, 酒井寛泰 2, 千葉義彦 1 

(1星薬大・生理分子, 2星薬大・疾患病態解析) 
 

第 138 回日本薬学会年会  
2018 年 3 月 25 – 28 日, 金沢 
341) シスプラチン誘発ユビキチン化タンパク質増加における 26s proteasome の役割 

月村友香 1, 猪俣茉耶 1, 浅見真穂 1, 木寅聡子 1, 内藤宏秋 1, 甲斐友規 1, 里 史明 1, 湯本哲
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郎 1, 山田岳史 2, 酒井寛泰 1 

(1星薬大・疾患病態解析, 2日医大・消化器外科) 
 
342) シスプラチン誘発ユビキチン化タンパク質増加に対するエイコサペンタエン酸の抑制効

果 
猪俣茉耶 1, 月村友香 1,  内藤宏秋 1,  木寅聡子 1,  浅見真穂 1, 甲斐友規 1, 里 史明 1, 湯
本哲郎 1, 山田岳史 2, 酒井寛泰 1 

(1星薬大・疾患病態解析, 2日医大・消化器外科) 
 

343) シスプラチン誘発筋萎縮時における miRNA 発現変化  
酒井寛泰 1, 木寅聡子 1,  浅見真穂 1, 内藤宏秋 1, 里 史明 1, 湯本哲郎 1, 山田岳史 2 

(1星薬大・疾患病態解析, 2日医大・消化器外科) 
 

344) 2,4,6-trinitrochrolobenzene (TNCB) 誘発接触皮膚炎時の ERK の活性化 
張戸 琢 1, 矢部早織 1, 松本健次郎 2, 加藤伸一 2, 里 史明 1, 湯本哲郎 1, 千葉義彦 3, 酒井

寛泰 1 

(1 星薬大・疾患病態解析, 2 京薬大・薬物治療, 3 星薬大・生理分子科学) 
 

345) 腓腹筋におけるシスプラチン誘発筋萎縮作用に対する運動負荷の効果 
伊佐洋佑 1, 矢部早織 1, 木寅聡子 1, 内藤宏秋 1, 浅見真穂 1, 甲斐友規 1, 里 史明 1, 湯本哲

郎 1, 千葉義彦 2, 酒井寛泰 1 

(1星薬大・疾患病態解析, 2星薬大・生理分子科学) 
 

346) 2,4,6-trinitrochrolobenzene (TNCB) 誘発過敏性に対する SB225002 の効果 
矢部早織 1, 松本健次郎 2, 加藤伸一 2, 里 史明 1, 湯本哲郎 1, 千葉義彦 3, 酒井寛泰 1 
(1星薬大・疾患病態解析, 2京薬大・薬物治療, 3星薬大・生理分子科学) 
 

第 12 回日本緩和医療薬学会年会 
2018 年 5 月 25 – 27 日, 東京 
347) 筋線維芽細胞にけるシスプラチン誘発ユビキチン化タンパク質の増加およびエイコサペ

ンタエン酸の抑制効果 
酒井寛泰 1, 猪俣茉耶 1,  月村友香 1,  内藤宏秋 1,  木寅聡子 1,  浅見真穂 1, 甲斐友規 1, 里 

史明 1, 湯本哲郎 1, 山田岳史 2 

(1星薬大・疾患病態解析,  2日医大・消化器外科) 
 

第 139 回日本薬学会年会  
2019 年 3 月 20 – 23 日, 千葉 
348) 2,4,6-trinitrochrolobenzene (TNCB) 誘発接触皮膚炎時の好中球遊走性ケモカインの発現上

昇 
石田 琢 1, 里 史明 2, 千葉義彦 3, 亀井淳三 1, 酒井寛泰 1 

(1星薬大・生体分子薬理, 2星薬大・疾患病態解析, 3星薬大・生理分子科学) 
 

349) シスプラチン誘発筋萎縮マウスにおけるユビキチン遺伝子の発現増加 
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月村友香 1, 猪俣茉耶 1, 鈴木悠太 1, 竹内滉人 1, 原田優衣 1, 里 史明２, 今理紗子 1, 五十嵐

信智 1, 山田岳史 2, 亀井淳三 1, 酒井寛泰 1 

 (1星薬大・生体分子薬理, 2星薬大・疾患病態解析, 3日医大・消化器外科) 
 

350) シスプラチン誘発筋萎縮時の血漿サンプル中の mir−5129-5p の発現変化 
木寅聡子 1, 浅見真穂 1, 内藤宏秋 1, 鈴木悠太 1, 竹内滉人 1, 原田優衣 1, 里 史明 2、山田

岳史 3, 亀井淳三 1, 酒井寛泰 1 

(1星薬大・生体分子薬理, 2星薬大・疾患病態解析, 3日医大・消化器外科) 
 

351) シスプラチン誘発筋萎縮時の骨格筋由来の IGF-1 発現低下 
内藤宏秋 1, 浅見真穂 1, 木寅聡子 1, 鈴木悠太 1, 竹内滉人 1, 原田優衣 1, 里 史明 2, 山田岳

史 3, 今理紗子 1, 五十嵐信智 1, 亀井淳三 1, 酒井寛泰 1 

(1星薬大・生体分子薬理, 2星薬大・疾患病態解析, 3日医大・消化器外科) 
 
第 9 回日本緩和医療薬学会年会  
2015 年 10 月 2 – 4 日, 横浜 
352) 転移がんの局所治療効果を目指した新規画像誘導がん治療法の確立：間葉系幹細胞とイメ

ージング技術の応用 
加藤良規 1, 相良篤信 2, 唐澤武司 2, 五十嵐勝秀 1, 成田 年 1,2 

(1星薬大・先端生命科学研究センター, 2星薬大・薬理) 
 

Tenth AACR-JCA Joint Conference on Breakthroughs in Cancer Research: From Biology to 
Therapeutics 
February 16-20, 2016 (Maui, HI, USA) 
353) Molecular mechanisms of spontaneous resistance to 5-fluorouracil in breast cancer-derived brain 

metastasis 
Atsunobu Sagara1, Katsuhide Igarashi2, Maky Otsuka2, Michiko Narita1, Naoko Kuzumaki1, 
Minoru Narita1,2, Yoshinori Kato2 

(1Dept. of Pharmacology, Hoshi Univ., 2L-StaR, Hoshi Univ.) 
 

日本薬学会第 136 年会 
2016 年 3 月 26 – 29 日, 横浜 
354) 新規薬物担体としての間葉系幹細胞の開発と評価：抗腫瘍タンパク MDA-7 の分泌制御 

唐沢武司 1, 相良篤信 1, 児玉章弘 1, 杉浦礼衣 1, 山下 睦 1, 大塚まき 2, 五十嵐勝秀 2, 成田

道子 1, 葛巻直子 1, 成田 年 1,2, 加藤良規 2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究センター) 
 

日本薬剤学会第 31 年会 
2016 年 5 月 19 – 21 日, 岐阜 
355) 遺伝子改変した間葉系幹細胞からの抗腫瘍タンパク MDA-7 の放出制御 

加藤良規 1, 相良篤信 2, 五十嵐勝秀 1, 大塚まき 1, 唐澤武司 2, 児玉章弘 2, 杉浦礼衣 2, 山下 

睦 2, 成田 年 1,2 

(1星薬大・先端生命科学研究センター, 2星薬大・薬理) 
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第 10 回日本緩和医療薬学会年会  
2016 年 6 月 4 – 5 日, 浜松 
356) 脳転移性乳がんにおける 5-FU 耐性自然獲得メカニズムの解析 

相良篤信 1, 五十嵐勝秀 2, 大塚まき 2, 唐沢武司 1, 児玉章弘 1, 杉浦礼衣 1, 山下 睦 1, 成田

道子 1, 葛巻直子 1, 成田 年 1,2, 加藤良規 2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究センター) 
 

第 75 回日本癌学会学術総会 
2016 年 10 月 6 – 8 日, 横浜 
357) Development of a blood-based biomarker for predicting prognosis of triple-negative breast cancer 

Atsunobu Sagara1, Katsuhide Igarashi2, Maky Otsuka2, Minoru Narita1,2, Yoshinori Kato2 

(1Dept. of Pharmacology, Hoshi Univ., 2L-StaR, Hoshi Univ.) 
 
第 137 回日本薬学会年会  
2017 年 3 月 24 – 27 日, 仙台 
358) トリプルネガティブ型乳がんの予後が予測可能な血中マーカーの探索 

児玉章弘 1, 相良篤信 1, 五十嵐勝秀 2, 大塚まき 2, 山下 睦 1, 杉浦礼衣 1, 南部美歩 1, 唐沢

武司 1,成田道子 1, 葛巻直子 1, 成田 年 1,2, 加藤良規 2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究センター) 
 

359) BCL2A1 過剰発現が認められるヒト由来乳がん細胞の治療抵抗性 
加藤良規 1, 相良篤信 2, 児玉章弘 2, 山下 睦 2, 杉浦礼衣 2, 南部美歩 2, 五十嵐勝秀 1, 大塚

まき 1, 成田道子 2, 葛巻直子 2, 成田 年 1,2 

(1星薬大・先端生命科学研究センター, 2星薬大・薬理) 
 
④ 精神疾患の症状緩和の確立ならびに抗精神病薬の副作用軽減法の開発 
第 130 回日本薬理学会関東部会 
2014 年 7 月 5 日，東京 
360) Opioid systems in the lateral hypothalamus regulate feeding behavior through orexin neurons 

Chrismawan Ardianto1, 池田弘子 1, 米持奈央美 1, 楊 立哲 1, 池上めぐみ 1, 長瀬 博 2, 亀
井淳三 1 

(1星薬大・薬物治療, 2筑波大・創薬化学) 
 

第 38 回日本神経科学大会 
2015 年 7 月 28 – 31 日，神戸 
361) Opioid receptors in the lateral hypothalamus play a critical role in the regulation of feeding 

behavior 
Chrismawan Ardianto1, 池田弘子 1, 米持奈央美 1, 楊 立哲 1, 山本章午 1, 池上めぐみ 1, 竹
ノ谷文子 2, 塩田清二 3, 長瀬 博 4, 亀井淳三 1 

(1星薬大・薬物治療, 2星薬大・生理分子, 3星薬大・ペプチド創薬, 4筑波大・創薬化学) 
 

第 89 回日本薬理学会年会 
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2016 年 3 月 8 – 10 日，横浜 
362) Orexin and GABA in the lateral hypothalamus play an important role in the regulation of feeding 

behavior by opioid systems 
Chrismawan Ardianto1, 池田弘子 1, 米持奈央美 1, 楊 立哲 1, 山本章午 1,池上めぐみ 1,竹ノ

谷文子 2, 塩田清二 3, 長瀬 博 4, 亀井淳三 1 

(1星薬大・薬物治療, 2星薬大・生理分子, 3星薬大・ペプチド創薬, 4筑波大・創薬化学) 
 

363) 摂食行動における視床下部外側野 GABAA 受容体の役割 
宮澤大慈 1，池田弘子 1，Chrismawan Ardianto1，米持奈央美 1，亀井淳三 1 

(1星薬大・薬物治療) 
 

第 46 回日本神経精神薬理学会 
2016 年 7 月 2 – 3 日，韓国・ソウル 
364) 摂食調節における中枢オピオイド受容体の役割 

池田弘子 1，Chrismawan Ardianto1，米持奈央美 1，亀井淳三 1 

(1星薬大・薬物治療) 
 

CINP 2016 
2016 年 7 月 3 – 5 日，韓国・ソウル 
365) Hypothalamic opioid receptors control feeding behavior through orexin and GABA neurons 

H. Ikeda１, C. Ardianto１, N. Yonemochi１, S. Yamamoto１, L. Yang１, F. Takenoya2, S. Shioda3, H. 
Nagase4, J. Kamei１ 

(１Dept. Pathophysiol. and Ther., Hoshi Univ. 2Dept. Exercise and Sports Physiol., Hoshi Univ., 
3Global Res Center for Innovative Life Sci., Hoshi Univ., 4WPI-IIIS, Univ. of Tsukuba) 
 

第 134 回日本薬理学会関東部会 
2016 年 7 月 9 日，栃木 
366) 悪性腫瘍による不快情動反応の変化 

高橋美有 1, 池田弘子 1, 米持奈央美 1, 清水孝恒 2, 亀井淳三 1 

(1星薬大・薬物治療, 2星薬大・病態生理) 
 

日本薬学会第 137 年会 
2017 年 3 月 24 – 27 日，仙台 
367) 悪性腫瘍による恐怖記憶の変化に対する脳内サイトカインの関与 

大野雄貴 1, 池田弘子 1, 米持奈央美 1, 高橋美有 1, 清水孝恒 2, 亀井淳三 1 

(1星薬大・薬物治療, 2星薬大・病態生理) 

 
第 2 回食欲・食嗜好の分子・神経基盤研究会 
2017 年 6 月 10 – 11 日，愛知 
368) オピオイド受容体は GABA 神経を介して摂食行動を調節する 

米持奈央美 1、植田大暉 1、池田弘子 1、亀井淳三 1 

(1星薬大・薬物治療) 
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第 137 回日本薬理学会関東部会 
2017 年 10 月 28 日，東京 
369) 担がんマウスにおける恐怖記憶の変化と脳内サイトカインの関与 

今井貴士 1，池田弘子 1，米持奈央美 1，清水孝恒 2，亀井淳三 1 

(1星薬大・薬物治療, 2星薬大・病態生理) 
 

第 13 回日本緩和医療薬学会年会 
2019 年 5 月 31 日 –  6 月 2 日，千葉 
370) 担がんマウスに認められる恐怖記憶の変化に対するサイトカインの関与 

池田弘子 1，山岸愛実 1，米持奈央美 1，清水孝恒 2，武藤章弘 2，亀井淳三 1,3 

(1星薬大・薬物治療，2星薬大・病態生理，3星薬大・生体分子薬理) 
 
⑤ 緩和医療現場における臨床検体の網羅的解析 

第 50 回日本ペインクリニック学会 
2016 年 7 月 7 – 9 日, 横浜 
371) 革新的再生医療研究のベクトルを疼痛学領域に応用する：痛みによる細胞のエピゲノム修

飾の理解 
葛巻直子 1, 成田 年 1,2 

(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
 

The International Narcotics Research Conference 2017 
2017 年 7 月 9 – 14 日, Chicago, USA 
372) Generation and characterization analysis of human iPS cell derived-sensory neurons as a useful 

research tool for pain and opioid systems 
N. Kuzumaki1, C. Iwasawa1, Y. Igeta1, Y. Suda1, M. Narita1, M. Narita1,2 
(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 2Life Science Tokyo Advanced Research Center 
(L-StaR), Hoshi Univ.) 

 
第 40 回日本神経科学大会 
2017 年 7 月 20 – 23 日, 幕張 
373) Functional analysis of somatostatin-containing GABAergic neurons derived from iPS cells in 

patients with schizophrenia 
C. Iwasawa1, N. Kuzumaki1,2, Y. Oka1, H. Tamura3, K. Igarashi3, H. Tezuka3, H. Miyoshi2, T. 
Maeda2,4, Y. Arioka4, I. Kushima4, N. Ozaki4, H. Okano2,3, M. Narita1,3 
(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm.Univ., 2Keio Univ. Sch. Med., 3Life Science Tokyo Advanced 
Research Center (L-StaR), Hoshi Univ., 4Nagoya Univ. Sch. Med.)  

 

第 37 回 鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム 
2017 年 9 月 8 – 9 日, 東京 
374) iPS 細胞を使った知覚神経誘導と最先端疼痛細胞研究 

葛巻直子¹, 岩澤千鶴¹, 近藤貴茂¹, 成田 年 1,2 
(¹星薬大・薬理, ²星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 
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第 40 回日本分子生物学会年会 
2017 年 12 月 6 – 9 日, 神戸 
375) 疾患特異的 iPS 細胞技術のパーキンソン病患者における疼痛症状の病態解析への応用 

岩澤千鶴 1, 葛巻直子 1, 浅野令央奈 1, 櫻井 究 1, 成田 年 1,2 
(1星薬大・薬理, 2星薬大・先端生命科学研究セ (L-StaR)) 

 
WCP2018 KYOTO 
2018 年 7 月 1 – 6 日, 京都 
376) Abnormal expression patterns of nociceptors in Parkinson’s-disease-specific iPSC-derived sensory 

neurons 
C. Iwasawa1, N. Kuzumaki1,2, R. Asano1, H. Tamura2, N. Hattori3, H. Okano2,4, M. Narita1,2 
(1Dept. Pharmacol., Hoshi Pharm. Univ., 2Life Science Tokyo Advanced Research Center 
(L-StaR), Hoshi Univ., 3Juntendo Univ. Sch. Med, 4Keio Univ. Sch. Med) 
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１６　　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）
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１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）

（千円）

16,969 m2 11 31

3,782 m2 1 2

8,804m2 2 13

2,352m2 23

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積

㎡

（千円）

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

-
第二新館 既存施設 - -

新星館　 既存施設 - -
医薬品化学研究所 既存施設 -

補助主体

-

-

-

私学助成

私学助成

私学助成

私学助成

補助主体

17,474 11,649

セルソーター H27 643178 一式 2313 27,216 18,144

H27

15,126

350 27,216 16,792

ARCTURUSXTBF 一式 86IR＆UVレーザー蛍光システム H26

BZ-X-710 一式 318オールインワン蛍光顕微鏡

Luminaイメージングシステム H26 LIII-BFM-T7 一式

24,516

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

0

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

8号館

施　設　の　名　称

（研究装置）

研 究 室 等 数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

事業経費

事業経費 補助金額

（情報処理関係設備）

既存施設

（研究設備）

整備年度
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１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）

  平成 年度

  平成 年度

教育研究用機器備品 17,534 4,374

8,224

消　耗　品　費 41,372 944 輸入動物

39,282 その他

1,146 麻薬ﾀﾍﾟﾝﾀﾄﾞｰﾙ塩酸塩

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

教育研究用機器備品 12,221 2,585 高速液体クロマトグラフ一式

7,017 その他

2,619

消　耗　品　費 41,296 1,134

38,542

恐怖条件付き実験システム更新

研究支援推進経費

計 2,160 2,160

リサーチ・アシスタント 2,160 2,160 学内 3 名

ポスト・ドクター

計 17,534 17,534

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

計 0 0

図　　　　書

（兼務職員）

教育研究経費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

オープンフィールド実験装置

4,936 ﾅﾉ粒子ﾏﾙﾁｱﾅﾗｲｻﾞｰ

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

計 42,766 42,766

725 幼若期ストレス付加ﾏｳｽの供給
報酬・委託料 1,394

669 その他

印刷製本費

旅費交通費

通信運搬費

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額

光　熱　水　費

その他

主　　な　　内　　容

その他

1,440

学内 2 名1,440

クライオスタット修理費等

積　　算　　内　　訳

受託解析サービス

0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

1,440

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

ロータリー式自動包埋装置

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター

1,440

12,221計

計 0

12,221

5,894
5,507

報酬・委託料

48,079

889

48,079計

修繕費 889

387

その他

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

小  科  目
主　　な　　内　　容

旅費交通費

計

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

印刷製本費

主　な　使　途 金　　額

1,620 遺伝子解析ソフトGeneSpring

支　出　額

研究支援推進経費

光　熱　水　費

人件費支出

（兼務職員）

教育研究経費支出

26

通信運搬費

年　　　度
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  平成 年度

  平成 年度

計 2,160 2,160

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,160 2,160 学内 3 名          

図　　　　書

計 1,934 1,934

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

1,223 安全キャビネット

教育研究用機器備品 1,934 スケジュールスティムレーター

顕微鏡カメラ

教育研究経費支出

計 0 0

人件費支出

（兼務職員）

計 62,356 62,356

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

2,861 セルソーター保守料

1,963 その他

印刷製本費

旅費交通費

光　熱　水　費

通信運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

2,959 Cyagen社ﾏｳｽ

消　耗　品　費 57,532 1,300 麻薬ﾀﾍﾟﾝﾀﾄﾞｰﾙ塩酸塩

53,273 その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 2,160 2,160

年　　　度 29

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,160 2,160 学内 3 名          

図　　　　書

計 9,433 9,433

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

2,500 ３ポインツメーター活動量測定システム

教育研究用機器備品 9,433 2,430

4,503

教育研究経費支出

計 0 0

人件費支出

（兼務職員）

計 52,367 52,367

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

421 サンプルデータ解析

1,027 その他

報酬・委託料 4,824

報酬・委託料 1,448

CCDｶﾒﾗｼｽﾃﾑ

印刷製本費 40 40 研究成果報告書印刷

旅費交通費

光　熱　水　費

通信運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

491 ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨﾌｨｰﾄ用メッシュボックス

消　耗　品　費 50,879 421 マウスサイトカイン

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

49,967 その他

500

211

その他
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  平成 年度

計 1,440 1,440

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 1,440 1,440 学内 2名          

図　　　　書

計 13,720 13,720

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

4,811 自動磁気細胞分離装置

教育研究用機器備品 13,720 3,640 リアルタイムPCRシステム

5,269 その他

教育研究経費支出

計 0 0

人件費支出

（兼務職員）

計 52,820 52,820

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

400 Gene Chip受託解析

印刷製本費 37 37 報告書印刷

旅費交通費

光　熱　水　費

通信運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

469 Clozapine N-oxide 100mg

消　耗　品　費 47,429 327 Fast CYBR Green Master Mix

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 30

46,633 その他

報酬・委託料 5,354
4,954 その他


